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日本のみなさんへ  
および軍事支配の深淵から世界を引き戻すことにほかなりません。   

わたしたちは，みなさんが彼女たちの挑戦を支えてくださることを望んで  

います。なぜなら．それは他でもな＜．太平洋を植民地から解放しないかぎ  

り，太平洋の軍事支配は終わらず，太平洋の軍事支配が終わらないかぎり，  

わたしたちすべてが人質に取られているのと同じだからです。   

この本が，戦争を不当なものとするための地球規模のキャンペーンに役立  

つことを望んでいます。わたしたちは，太平洋地域の先住民族の女性たちの  

話が，国際舞台でtまほとんど筒かれることがないのではないかという間男意  

識から，この本の出版を企宙しました。そして，これが多くの人びとに読ま  

れることで，彼女たちの智恵をより多＜の人びとに届けたいと願っています。   

今，ー非核と先住民族の独立をめざしてJが日本語に訳されたことは．と  

りわけ深い意味があります。日本は太平洋lこおいて強大な役割を果たしてき  

たし．今も果たし続けているからです。   

ゾール・デ・イシュター   

r非核と先住民族の独立をめざしてJ：駄信じがたい困難に立ち向かった  

抵抗の物語集です。それは．彼女たちがいかにして生きのぴたかという生存  

の物語であり，また彼女たちの内部に秘められた強さの物語です。   

この翻訳が日本に紹介されるととは．わたしたちにとって大きな喜びです。  

これは，平和な太平洋の再生に向けた先住民族の女性たちからの贈り物です。  

日本の友人たちがここで語られている真の願いに耳を傾けてくださることを  

期待しています。   

厚じがたい暴力に苦しめられながら．先住民族の女性たちは先祖から受け  

継いだ力と思いやりを持ち続けてきました。これらの物語は．昔から彼女た  

ちの命を支えてきた土地と水に鈷びついたものです。沈黙することは倭噸や  

妨審を隠すことにしかならなかったのですが．この女性たちはこのように．  

物語を語り始めたのです。彼女たちが望んでいるのは，世界中の人びとが．  

太平洋で何が起こっているかを知って，勇気をもって彼女たちを支え，連帯  

して行動することです。   

女性たち臥償鴫と戦争仁核兵器システム，核集鼠ウラン採掘と聖地の  

冒と＜，軍事支配．■人権抑圧．性劃乱観光非先住民族の移住，鉢山開発．  

し 工業化，強いられた経済的依存［すなわち「先進国」によって奪われた粧済  
的自立］．およびあらゆる植民地主義について語っています。しかしこれら  

は．本当は－ 勇気と思いやり．と未来への展望の物語です。太平洋の先住民族  

は犠牲者ではなく，たたかって生きのびた人びとなのです。   

太平洋の人びとは，その奪うことのできない主権を環り戻すことを主張し，  

断固として自分たちの土地と海を守り，そこでともに生きようと，わたした  

ちに呼びかけています。わたしたちはその呼びかけに応える必要があります。  

太平洋の自由を取り戻さないかぎり．世界は安全な場所とはならないからで  

す。   

わたしたちがしなければならないことは．核による大量額りくと剰鄭掛乳  

日本人は．未来への展望と思いやりを持ち，そのために，世界中で尊敬さ  

くもん れ，たたえられています。核戦争が引き起こした身の毛もよだつ暴力と苦悶  

の証｛芥あリJ，此転嘩夢中友人としての日本人臥軍事支配に対す各抵抗 丁√」ゝ．・ と，すべての人鄭）社義正養と圭韓司嘩り戻すたたかいの地球的リーダーで  
す。琴噂・独立太車洋運動への日本励，すべての太平洋の姉妹兄串串       t～ 
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わたしたちの地域の正義を踏みにじる．悪質な犯罪的国家が存在しています。  
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合わたしたちの地鳳 そして世界の諸民族が協力して．これまで以上に．  

非核・独立太平洋の再生に向けて大きく施み出す必要があります。そういう  

わけで．人権という観点から，日本の人びとにこの本を．これらの物語を，  

お腹りできることは光栄です。この本は志を同じくするさまざまな国の人び  
とが，ともに力を合わせることでできあがりました。その志と臥人間に対  

する暴力を終結させるということです。  

ソール・デ・イシュター（払hl舶lざIl【ar）   

アイルランド系オーストラリア人。1982年からオーストラリア先住應放出よび太平洋の  

女性たちとともに活動。1999年にはオランダリ＼一夕市民平和会議で9カ国・20人の先住  

民族女性の参加を細緻するなど．植民地主我根絶と非核の運動に専心。現在はオーストラ  

リア北西拡のアボリジニの相で．クツユンカの年長女性たちと暮らしている。彼女たちに  

導かれて．ウィリマヌでカブルランク女性誌経と文化センターをコーディネート。ふたつ  

の社会学修士課程終了，現在は先住民族女性を援助する戦喝をテーマとして博士号取得を  

めざしている。  

＊日本とヨーロッパ開の核物質輸送 日本の原子力発電所から出た使用済み燃料は．  

船でイギリスとフランスに選ばれ、プルトニウムを取り出す（これを再処理という）。  

分離されたプルトニウムは，再び燃料として利用するという名目で、日本に海上輸送  

される。1992－93年のあかつき丸によるフランスから日本へのプルトニウム輸送に  

は、安全性や核拡散の問題で世界各国から抗議と逓念の声があがり、99年のプルトニ  

ウムとウランの混合酸化燃料くMOX）輸送には、輸送ルート沿岸約50カ国から．統  

領が起こった。実際にはあかつき丸が選んだアルト＝ウムは，95年に起きた高速増殖  

炉もんじ町事故のため．今のところ用達はない。また．関西電力高浜原発で使用予定  

だったMOX燃料は，鱒草した英国核燃料公社（日NFL）・のデータねつ造が発覚し．琴  

際には揮われない。終年には，再処理によって生み出された帯レベル廃棄物の輸送が  

始まり、2001年現在で8回目となっているが，吾性が蘭く．きわめて寿命が長い放射  

能であるため．翰送ルートにあたるカリブ緒国，太平洋諸国、南アメリカ諸国などか  

ら日本政府への抗議や懸念は．国を追うごとに強まっている。  

．プルトニウムなどの輸送舶の航払例  

（この日本語版には，もとの英語版にある物語をすべて掲載することがで  

きまゼんでした。わたしたちは，それらの話を語ってくれた女性たちへの尊  

敬と志を分かち合いたいと思います。フーゲンピ肌東チモール．力・パ  

エ・アイナくハワイ〉，および西パプアくイリアン・ジャヤ〉の人びとの土  

地と海とを侵鴫者から奪回するたたかい，そして広大な太平洋のすべての先  

住民族に敬意を表します）  

九によるプルトニウムの輸送（駿年I1月一犯年りヨ）  

ック・ティールによる高レベル威張物の輸送（卯年い→3月）  －［票誓言≡  
ーーーーパシフィック・ピンチールによる滅レベル鹿弛物の輸送（95年2－4月）  

－ ［梵雪ヲ警丁買讐警告慧；讐監芸濫縦（癖．→月）  
照子カ㈹r雌子力布民年鑑知的J（七つ凝帯肌加00咋）より  
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はじめに  人間の形になっていない赤ん坊を出産することになってしまったの机 また  

流産でいかに苦しんできたかということを語っています。   

皮肉なことに，また太平洋におけるもうひとつの国連合州国信託統治領で．  

世界初の非核恵法を実現するための女性たちのたたかいに確信を与えたのは．  

こうした物語でした。イザベラ・スマンタは．1979年の投票で，16，000人  

のパラオ国民のうち92％が，い別こ強く非核憲法を支持したかを語ってい  

ます。しかしながら，この恵法は．合州国の計画と衝突しました。合州国は，  

パラオの水深のある港を核艦舶の寄港に使いた廿ったのです。「非核パラオ」  

を取り戻すために．女性たちは，15年以上にわたって，きわめて厳しいた  

たかいを続けています。   

台州魯の範済的圧力や，長年にわたる女性たちへのおどしにもかかわらず．  

彼女たちはパラオの大統領に対して訴訟を起こし．合州国上院でもアピール  

を行いました。1994年．民主的プロセスを無視して，合州国によって．  

「自由連合協定」がむりやり押し付けられました。その中では，米軍による  

支配外交拒否楓および60【］の予告でいかなる土地も取得できる権利が  

認められていました。この話は．非核政策を土台から切り崩そうとする合州  

国の圧力に耐えることのできる．より大きく．経済力の安定した国に住むわ  

しさ たしたちに．示唆と警告を与えています。   

ポリネシアとフランス  

フランスもまた，太平洋に．ごう債な核の植民地政策の遺産をとどめてい  

ます。1842年．フランスはテ・アオ・マオヒを侵喝し．先住民に支配を押  

し付けました。1957年，一方的に国連の植民地支配戯脱促進リストからこ  

れらの島々を除き，「フランス領ポリネシア」を件り上げました。このこと  

は，フランスの核兵器開発と関係していました。核実新堀のあったアルジェ  

リアは内乱に向かっており，フランス領ポリネシアはそれに代わる唯一の実  

験場とみなされていたのです。  

1966年，フランスのドゴール大統領が莞2回太平洋核実験視察のために  

やってきました。人の居住している島に向かって凪が吹いていたのに，被は  

実巌の強行を主張しました。待てなかったからです。島民は避難させられま  

せんでした。第1国の核実験後，住民の健康．統計は秘密にされ，公式地図は  

ケイト・デュース   

ここに集められた太平洋先住民族女性たちの物語は．そこに暮らす人びと  

あ伊 の，ものを見抜く力と智恵と粘り強さの，力強し1証しです。彼女たちは「核  

の植民地支配」という犯罪に勇敢に立ち向かってきました。  

1946年以来．国連の3つの西側安全保障常任理事乱すなわちアメリカ  

合州団，連合王国（イギリス）．およぴフランスは．太平洋地域で31ワ囚の  

核実顔を行いました。民族差別と植民地主義のこの究極の形態軋未来の世 

代への継続的な影寧をも含めて，おそるペき健康被害という遺産と，広範に  

およぶ環境破壌をもたらしました。   

マーシャル諸島とアメリカ合州国   

1947年，国連信託統治評許会は，マーシャル諸島の信託兢治領の行政権  

を合州国に委ねました。合州回はさまぎまな責務を負っていました。そのひ  

とつとして，住民を土地と財源の損失から保護することがありました。それ  

は，すべての住民の健鼠および諸権利と基本的自由を，だれかれ区別する  

ことなく守るということでした。課せられた責務を容赦なく裏切って．合州  

国は．マーシャルの人びとを「人類の幸福のためだ」とだまし，先祖からの  

貴重な土地で．66固も核爆弾をさく裂させました。1945年の水爆実験「ブ  

ラボー」は，広島を破壊した爆灘の1，000倍も強力なものでした。避難の指  

示はな＜．鳥居は合州国が実験の影響を観察するための「実巌動物」とされ  

たのでした。   

ダーリーン・ケリュ＝ジョンソンとリジョン・エウネラングは．ふたりと  

も，その当時．子どもで，ブラボーの放射能の「雪」にまみれて遊びました。  

本書は．ダーリーンがひとりのヒバクシヤとして．勇気をもって声をあげた  

ことに敬意を表し．彼女にささげられています。ダーリーンは，多くのマー  

シャル住民ががんにかかっていること，そして．何百人ものマーシャルの女  

性たちがどうして「ジェリー・フィッシュ（クラゲ）ベビー」．すなわち，  
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ねつ造きれて．居住民のいる囁礁は危検ソーンから除外されました。フラン  

ス植民地政策の油監ともいえる193由の核棄靡による影馨は現在も凱1てお  

り，タマラ・ポ、リブ・デュポンの報告は．・力強くも心をかき乱されるものと  

なっています。   

アボリジニとオーストラリア  

かつて連合王国（イギリス）の植民地であったオーストラリアは，1953  

年から1964年までの閤．進んで連合王国に12垣lの核実験を許可しました。  

ここでもやはり先住民族のアボリジニは．実験地域から避難させられません  

でした。その港果，視力を失った人もあり．多くの人びとが汚染に開運した  

さまざまな病気にかかりました。政府は健康記録もせす．補償もしていませ  

ん。   

20年以上にわたって，オーストラリア北部準州のアボリジニ，ミラル・  

グンヅ工イツミの人びとは世界遺産であるカカドゥ国立公園でのウラン採掘  

に反対してきました。アボリジニ社会におけるウラン廊掘の影響についての  

救府の調萱では，ミラルの人びとが疑う余地のない土地所有権を持ち，かれ  

らが4カ所のウラン採掘に全面的に反対していることを認めています。にも  

かかわらず．その報告書の結論は採掘を実施するということでした。ジヤ、リ  

キー・力トナは．ミラルの人びとが「第三世界の社会的宜済的水準」にあえ  

いでいても．鉱山会社を相手取っての法廷闘争をも含め．非暴力直接行動に  

よって．いかに決然とウラン採掘を阻止しようとしているかを語っています。  

彼女は国際連帯を形成するために，年長の女性たちとともに，世界のさまざ  

まな所へ出向いています。   

アオチアロアから世界へ 

1950年代から60年代の．成長期にある子どもをもっていたアオテアロア  

（ニュージーランドに対する先住民族マオリの呼称）の多くの母親たちと同  

様，先住民族マオリの女性長老ポーリーン・タンギオラは核棄顔による環境  

への影響と，その結果次世代にどのような影響があるのか，なみなみならぬ  

不安を抱いていました。彼女臥死の灰を浴びた女性の母乳から放射性スト  

さ▲う ロンチウム90が検出されたことに驚がくしました。  

彼女は「マオリ女性福祉連盟」（Maα＝〟om由1一＄仙e胞reしea9Ue）に働  

きかけて．模索廉∈ういて∴政府への痩最を書かせました。また．準盛のメ  

ンバー膳，曙帝に南半球非核地轟創設などを積極的にすすめ魯よう薯求する  

さまぎま筍署名藩動を屡隋しました。反対選軌ま大きな広がりをみせ．アオ  

チアロアに包括的核喪搬出轟約と南太宰洋非核地帯奄求ぬ竜国連演説の共  

同提案者となる政治的決意をさせる力となりました。柑ワ3軋アオチアロ  

ア．オーストラリア．および南太平洋の数カ国臥フランスを海運塵際司法  

裁判所に訴え．核棄顔の遺産に挑戦しました。アオテアロアは198？年．詳  

核地帯を重苦し仁核搭載原子力艦船の寄港を禁じました。   

のちに．ポーリーン・タンギオラはぜ群議廷プロジェウトに加わりました。  

それは1986年．アオテアロアから始まった運動です。10年間でその運動は  

国際恥連動に成長し，世界麻睡楼閣と国連の南東に影響を与えるようにな  

りました。1993年の世界保健磯開総会と，1994年の国連総会臥核兵器  

の適法性をさばく国際司法裁判所に対して，勧告的意見を出すよう要請しま  

した。柑95年．彼女はリジョン・工ケネラングが世辞法廷で感動的な証言  

く本書23頁「［］ンゲラむフの苦しみを操り返さないで」）をする開，マーシ  

ャル諸島政府を代表して，彼女を支えました。多数の被爆者に支えられた広  

島・長崎市長も，両都市の破壊状況を示した巨大な写真を示しながら∴力強  

いスピーチを行いました。   

子どもたちの未来のために   

1998年ワ月8日は．実際歴史的な日でした。その説世界法廷は全員一  

駅l「いかなる願配よる品寝たはその朗も，昏臥醜こ従わな  
ければならない」と揚諭したのです。これは世界の「椴市民の努力が正し憩  

ったことの証しです。市民の声を反映したこの決定を各国救府が頸任をもっ  

て遂行するように，世界中の人が求めています。ほとんどの核保有国－そ  

れは同時に酪連安全保障常任鯛でもあります－一にとって．それらの櫻  

政策の違法性紙屋達磨高の司法機関の被台席に立たされたのIdこ，おそらく  

初めでのことだぅたでしょう。   

わたしは．み窃ざんがこの勇気ある女性たちの物憂を読んでくださって，  

核によ愚支薩と植農地主義煎ら世界を藷放す竜ために．いかなる行動でもと  
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ってくださるようになることを望んでいます。ダーリーン・ケヅユ＝ジョン  

ソンは核実戯が原因と患われる乳がんによって，1996軋亡くなりました。  

彼女は次のように書き残しています。  

「小さな島々に住むわたしたちは．ほんの数千人ですが．この核の狂気を止  

めようと，自分の役割を果たしています。人数はわすかでも，それをやって  

き衷した㊥ということ軋 みなさんにもそれガできるということなのです！  

わたレた勒軌これから生まれてくる子どもたちと未来の世代のために．こ  

の世界亀救うためにひとつにならなければなりません」  

， アオチアロア先住民厳に次のようなことわざがあります。   

キア・加＼，キア・マイア．幸ア・マナウヌイ（力を蓄えなさい，志を高  

く持魯なさい，そしてそれを持ち続けなさい）  

もくじ   

謝辞  

日本のみなさんへ  

はじめに  

3
 
4
 
8
 
 

・lヽ  
お古∵  15  人類の幸福のために  ㌦
・
†
 
 

ダーリーン・ケツユ＝ジョンソン（マーシャル諸島共和国）  

1946年．アメリカ合州国の実験／ロンゲラツプとり、ソドル、リウ／ジェ  

リーフィlソシュ・ベビー／永久に立ち入り禁止の島／わたしたちは動物   

じゃない！  

こ
．
良
彦
－
■
．
■
．
 
 23  ロンゲラップの苦しみを繰り返さないで   ケイト・デュース（馳【eDew亡S）  

19ワ4年から平和運動に柳つる。ニュージーランド軍拡同属訪同委員会くPub】icAdv短0ry  

Comm加eeonDismmentandArmsContrd）初代委員に任命され．1988年には国連軍  
脚寺渕会読で政府代表のNGOアドバイザーをつとめた。柑9ワ年まで．クライストチャー  

チのカンタペリー大学で平和学講師を勤める。核兵酷使用の違法性に廃して国際司法裁判  
所（lu）の勧告的意見を求めた世界法廷連動の先髄壱的役割を果たした。現在．亀際平和  
ビュTロー副会長のひとり。ニュージーランド軍舶琵諮問委員に再任吉れ．中空国家構  
想（Mid触Po㈹rl軸血佗S）歯際運営委員でもある。20年乱自宅をニュージーランド  

平和基金南島支馳の夢株局としてきた机最乱夫ロバートグリーンと共同で．軍縮と  
安全保障センターに改変した。2001年1月．平和運動への雫献が認められニュージーラン  

ド政府から表彰された。●クライストチャーチ在住。3人の城をもつ馳本壷の他にロバー  
トクリーンとの井著l世界法廷運動におけるニュージーランドの役軌（柑99年．襲副  

がある。  

リジョン・工クネランク（マーシャル諸島共和国）  

1954年．ビキニ水爆棄級／「毒」に変えられた食べ物／傷つけられた  

生命／初めて知った白血病／故郷の鳥から脱出  

31   ミラルのウラニウムを掘るな  

ジャツキー・カトナ（オーストラリア）   

カカドゥー奪われた土地／「ノー」一無効にされた権利／命や自然   

を犠牲にした国益／断崖の旗／「ノー」一次世代のために言い続ける   

他国：核に支配される太平洋  40   

独立は奪うことのできない権利  42   

タマラ・ポップーデュポン（テ・アオ・マオヒ／フランス領ポリネシア）   

「クローン」にされた島／世界一高い物価／守られない約束／フランス   

のうそ／金を使った白人同化政策／アイデンティティの回復と独立を  

51   命を織る，マオリの女性たち   

ポーリーン・タンギオラ（アオテアロア・ニュージーランド）  
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人類の幸福のために  幼いころの記憶／同化の危機／土地を守る女性たち／重なり合うさまざ  

まな問題／お金では解決しない／力と志を持ち続ける  

ダーリーン・ケジュ＝ジョンソンーマーシャル諸島共和国  

世界初の非核憲法   

イザベラ・スマング（パラオ共和国／ベラウ）  

61  

核戦争はいらない／強制された「賛成」投票／大統領を相手に起こした  

裁判／急変した島／自由と安全を手にするまで  
1946年，アメリカ合州国の実験   

1946年．ひとりの合州国海軍将枚がビキニ  

島に来て．チーフ・ジュタにこう言いました。  

「これから行う爆弾の実験臥人類のためにな  

ることで．すべての戦争を終わらせるためのも  

のだ」。マーシャル諸島の人間はほとんど英語  

を話さないし，理解することさえまれです。チ  

ーフの心にはっきりとわかったのは「人類」と  

いう単語だけでした。それlま，聖書の中にあっ  

たことばだったから知っていたのです。「神の  

名において行うのなら．従わざるをえないだろ  

う。島民を避難させよう」。将校はビキニの島  

民たちが二度と故ヨ馴こ戻れないということ軋  

何ひとつ伝えませんでした。ビキニは3万年閤  

立ち入り禁止区域となっています。そこは．も  

う人びとにとって安全な場所ではありません。   

海軍将校が来たとき．環礁川にはすでに何  

千人の兵士と科学者たちが来ており．ラグーン  

（礁湖）（2）には何百という飛行機と船がいまし  

た。いつでも核実験ができるようになっていま  

した。ビキニの島民たちは烏を去るしかなく．  

また二度とそこへ戻ることはありませんでした。  

合州国の約束は，ほんの短期間．島を使用した  

いということで，チーフはそれを1週間か，せ  

資料・団体連絡先  

あとがきにかえて  

訳者略歴等  

日本語版資料  

9
 
2
 
7
 
8
 
6
 
7
 
7
 
7
 
 
 

アメリカ合州国がマーシャル諸島を核実験場に選んだ理由は，1）都  

市や人口密集地から経れている，2）気象が安定していて長期的な予報  

が容易で．実麒予定を立てやすい，3）人口が少なく島民全体の移動が  

可能，とされている。   

フランスは最初の核素顔をアフリカのサハラ砂漠で行ったが，アルジ  

ェリアが独立をしたので続けられらくなり，南太平洋に実願傾を移した。   

連合王国（イギリス）の核実願も太平洋とオーストラリアで行われた。   

ソ連と中国は自国内とはいえ少数民族の居住地で核実験を行った。い  

ずれにせよ核棄顆と植民地主義は切り離すことはできない。  

【凡例】  

1 本文中にある（）は原文の注．【】は訳者注である。また，章未の注は  

訳者注である。  

2 U．S．A．（Unil◎dStatesofAmerica）は｛アメリカ合衆国」ではなく．rアメリカ  

含州国」という日本語訳をあてた（許しくは，本多勝一rアメリカ全州国』朝日新聞  

社の「序文」，および同音中の広田栄太郎による論考rrアメリカ合衆国一という訳語  

の成立」を見られたい）。なお．本文各章では2度目以降「合州国」と略した。また，  

便宜上En；匝ndとEnglishは「イギリスJ「イギリスの」そして臨地血と白州Shは「英国」  

「英国の」としたが．国家としての正式名称はU．K．（Unit由King血m）で「連合王削  

がその日本語訳である。  いぜい1カ月と考えたのです。そう考えて，鳥居たちはロンゲリクに移動し  
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ました。   

ロンゲラップとウッドルック  

わたしたちの生活は海に依存しています。海はわたしたちにとってスーパ  
ーマーケットのようなものです。ぞ・れに島ではバンノミ（3）やその他の食べ  

物がとれます。でも，．ロンゲリクには何もありませんでした。ロンゲリウは  

砂州の島で．資源はありません。その島の乏しい食料で人びとを養うことは  

不可能でした。合州国はこの烏にビキニ島民を連れてきて．そして去ってい  

きました。1年後．・合州国は軍医を送って，島民の健康状態を調べさせまし  

た。医師が到着したとき，島民たちはほとんど餓死するところでした。想像  

してみてください。誰かを力すくで故郷から引き離し．小さな砂地に放り出  

して．1年も様子を見にも来ないなんて。ビキニの鳥居は3回も移動させら  

れ．強制移住させられたのです。エニウェタック環礁の人たちも同じです。  

強制移住によって人びとが味わった精神的な苦しみははかり知れないもので  

す。1954年合州国は，ビキ＝で暗号名「ブラボー」と呼ばれる世界初の水  

素爆弾く4）をさく製させました。それは広島型原爆の1，000倍の威力をもっ  

ていました。マーシャル諸島の人びとは．自分たちの島でこの爆発実顔が行  

われることについて，何も警告されていませんでした。わたしたちの島々は  

暴なやりかたでした。かれらが舶  

にたどり着くと．1家族に1枚の  

毛布が与えられました。中には  

10人．12人の手どものいる家族  

もありましたが，1枚を一端に使  

わなければなりませんでした。  

1晩かかって，人びとはクワジ  

ェリンというところに連れて行か  
■ 

・㌧∵．瑞ブ．二；  れました。合州国軍は人びとに  

替えも与えなかったので，かれ  
ごって′‘「l∴嶋～  

舞お亡エ・  
嘩！ミご∴・．  

は放射能で汚染された服のままで  

寝なければなりませんでした。想  だ常k町．ご▲憮．．一≠▲  
一つ■l†＿  

醜軽叩ヅェ  像してみてください。人びとはやけど奄  
・烹  

リンに着くと，石けんが与えられて，ラ  

た。石けんと塩水が放射能を洗い流す烏  

・一1・ト▼． 離藷われ許し  
」√、■  ・．ヽ  

でまム島民たち貼  

何が起こったのか，なぜこんなことに  

のか，伺も説明されませんでした。髪  

が．なぜこうなったのか一度も説明は  

音幣・ 囁捗が解い蕊給料．㍗  軒痴痴碑輔が好い撃‡  
’－¢  

巨意謎㌫l．淋 
一   ｝   

ロンゲラツプとウッドルックの島民たちはクワジェリンに3カ月とどまり．  

また他の場所へ移されました。ウッドルックの人たちは汚染された島へ帰っ  

て行きました。ロンゲラツプの人たちは3年間ロンゲラツプに戻ることガで  

きませんでした。なぜなら，そこはあまりに汚染がひどかったからです。   

実験の監視をするためロンゲリウにいた28人のアメリカ人と近くにいた  

日本の漁舶の乗組員もまた放射能を浴びました。わたしたちは．当時実屋削こ  

ついて研究していたこれらのアメリカ人のひとりと連摘をとっています。彼  

の話甲・合叩国は風下に有人の島があることを知．りながら・かまわすに実  

顧を行ったのだそうです。それは間違いというようなものではありませんで  

した。1940年代にビキニと工ニウェタックで小規模な核実巌を行った際に  

は，合州国政府は島民を避難させたのに，それまでで最大の核実験が行われ  

たときには，島民に何の警告もなかったというのは．信じがたいことです。  

わたしたちが実験動物として利用されたと僧じているのはこのためです。  

死の灰におおわれました。   

皐もひどい被害にあったロンゲラツプ  

とウッドルックの島民たちが救助された  

のは，爆発から3日磯でした。恐ろしい  

ことです。数人のアメリカ人兵士がやっ  

てきて．こう言いました。「急げ。海に  

飛び込んでポートに乗るんだ。置いて行  

ってしまうぞ。何も持って来るな。とに  

かく水に飛び込むんだ」。人びとを舶ま  

で連れて行くためのポートは，亨どもや  

年寄りたちの分さえありませんでした。  

人びとは子どもを連れて舶まで泳いで行  

かなくてはなりませんでした。とても乱  
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しが子どもを産むとしたら，その手も「ジェリーフィッシュ・ベビーJだと  

患って不安です。合州国が放射能汚染されていると公式に発表した島だけで  

なく．マーシャル諸島の35の環礁と5つの島すべてで．こうした赤ちゃん  

が生まれています○わたし駄マーシャル北鮎の島利こ住む女性数百人に話  

を聞き表した机今みなさんにお麗しているのは．その女性たちの話です。  

健康同額は増え漬け，おさまって凱1ません。人間だけでなく，蟻蟻も放創  

能の影響を受けています。たとえばバンノミです。それはジャガイモのよう  

なものです○でも，それらはもう緑でおいしそうには見えず，突然変異を起  

こして形が変わっています。子どもたちのように。これらの食物の多くはも  

はや食用になりません。   

永久に立も入り禁止の島  

ビキニの西方にあるエニウェタック囁礁もまた．窯朗として使われまし  

た○合州巨はビキニで23固．エニウェタックで43圃の板東級を実施しまし  

た○エニウェタック囁馳こはルーニットと呼ばれる小さな島があり．そこは．  

永久に立ち入り禁止となっています。実願後．合州固はエニウユタツクを汚  

染除去しようとしました。そして．南方の島からdヒは汚染があまりにもひ  

ジェリーフィッシュ・ベビー  

核乗巌以東島民の健康異常が驚  

異的に増えています。わたしたち．  

とくに女性や子どもが全抱えている  

最大の閻魔闇．ガんです。女性には  

し妙ょう 乳がんが増えました。また腫瘍もあ  
り読す。子宮や嘲魔のがんも増えて  

います。子どもには奇形が見られま  
す。わたしは0ンゲラツプ出身の亨  

どもに会いました。幼児でしたが，  

その脚はカニのように曲がっていま  

した。また，他にも，両手がまった  

く不自由な子どもがいました。そ■の  

手どもは知能の発達が遅れていまし  

た。これらの子どもたちの中には知  

能の発達が選れている亨どもが増え  

ています。   

今．大きな同産lこなっているのは－  

「ジェリーフィツ㌢ユ（クラゲ）・ぺ  

ど－」です。これらの赤ちゃんは．  

どかったのです）放射能に汚染された残  

がいをすべて集札ノレーニットのクレー  

ターに冶てたのです。モ・して．その上を  

コンクリートでおおって巨大なドームに  

しました。科学者たち臥 すでにこのド  

ームから放舶能滴れていると言ってい  

ます机ラクーン自体がすでに放射能で  

汚染されているので一間塵ではないと苦  

います。そこからほんの5～6kmのと  

ころに人が住んでいるのに，そう害うの  

です。   

北の島々はそこから16k川ほどしか離  

れていません。そこもまた，立ち入り禁  

止です。そこのココナツやカニ線，食用   

クラゲのような状態で生まれてくるのです。目もなく，頭もなく，腕も脚も  

ぁりません。まったく人の形をしていないのです。でもこの子たちは寄鮎  
で生奉れたのです。みなさんはこれまでに．これほど色あざやかで・醜L滝  

のを見たことはないでしょう。中には髪の毛がある乎どももいます○そして  

恵をしています。その手どもたちは死ぬとすぐに埋葬されます。このような  

子どもを見せたら．母蛾は気ガ狂ってしまうかもしれないので，たいていは  

朝軌こ見せ凱1ようにしました。こんなことはあまりにも人間として許され  

ないことです中   

学．多くの女性た宅は「ジェリーフィッシュtぺど一」を産むので曝なし1  

かと恐れています。わたしは震追2鹿腫瘍摘出手桶を受けました○もしわた  

・－・∴’・・・、・こ・Jこ＝L ロ 那 賀の少愛停其痛論莞平間8   
附センタ・半）  
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るだけです。たくさんのマーシャル島民がエネルギー省と合州国政府にへき  

えきしています○ロンゲラツプの住民はこう苦います。「もうたくさんだ！  

わたしたちは動物じゃないl人間なんだ！わたしたちはここから出て  

行＜！」0350名の島民全部がメジャツトに移住しました。そ・れは，クワジ  

ェリン環礁にある小さな島です。クワジェリンの土地所有者がその土地を譲  

ってくれたのです。でも，合州国は援助しようとしませんでした。そのかわ  

りにロンゲラツプの島民を中傷するキャンペーンをしました。   

移住することで．ロンゲラツブの人びとはこの全面的な核の狂気の一部に  

なりたくないという意思表明をしたのです。それは「子どもたちの未来のた  

め」に．譲ることのできない信念だと島民たちは言います。マーシャルの人  

びとにとって故郷を捨てるのは簡単ではありません。しかし，ます子どもた  

ちのことを考えてそうすることにしたのです。住民たちは，自分たちが放射  

能に汚染きれたこと．やがて死んでいくことを知っています。かれらは今，  

死につつあるのです－ゆっくりと。   

わたしたちがこのようなひどい現実のなかでの生活を強Llられているのに．  

それでもまだ不十分だというように，合州国はクワジェリン囁礁をミサイル  

発射実験場として使うことを決定しました。わたしたちは．もう一度強制的  

に移住させられました。クワジェリン・ラグーンは．世界最大の広さをもっ  

環礁ですが．その3分の2がミサイル実献場とされ，多くの島々に住んでい  

た人びとは追い出され．狭いエペイ島に，たった267．000げの広さしかな  

い島に押し込められました。今日では，その島に10，000人以上が住んでい  

ます。   

エペイ島はたくさんの閏藍を抱えています。たとえば．核実験が実施され  

るとマーシャルの人びとは漁に出ることができません。エペイ島の人びとは  

缶詰の食料と，米やパンに頼らなければなりません。また．わたしたちは栄  

轟不良に苦しんでいます。子どもたちは貧しい食事のために健康ではありま  

せん。だからこそ，クワジェリンの島民たちは．柑82年に直接行動をした  

のです。かれらは立ち入り禁止区域に舶を乗り入れ11の島を占拠してそ  

こで4カ月暮らしました。1；000人の人びとがそれを実行しました。かれら  

は合州国に対してこう言いました。「わたしたちを二親市民として扱うな。  

ここはわれわれの島だ」。かれらは基地を封鎖し．ミサイル発射実験を一喝  

を禁じられていますが．  

合州国の舶の食料輸送は  

しぽしば遅れ．また不規  

則です。そ・れに畳も多く  

ありません。島民は禁止  

区域の食料を食べるしか  

ないのです。  

（5）調査を行っていま  

せん。エネルギー省は医  

療チームを派適しますが，  

それはロンゲラツプとウ  

ッドルックだけ．つまり  

合州国が．1954年の核  

乗鰍こよる放射能の影響  

があると認めているふた  

つの島だけなのです。し  

かし実際には他にも汚染  
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された島はたくさんあるのです。   

もし，ある人が甲状腺がんとわかり，切除手術の必要があるとわかったら，  

その人は合州短か，ハワイまたはグアムに送られることになります。合州国  

政府の役人たちは．のどをどうしようとしているのか．説明はしません。行  

かねばならないと言うだけです。通訳はいません。エネルギー省の役人が会  

いに来るだけですが，かれらはマーシャルの言葉を話しません。親戚や友人  

への電話は禁じられます。エネルギー省の者とだけしか話してはし1けないと  

言われるのです。   

わたしたちは動物じゃない！  

医療記録は保存されていません0だれでも自分の体がどうなっているの机  

自分の体の中で起こっていることを質問する権利があります。わたしたちに  

は・その権利がなし1のです。ただ．そこに行って．甲状腺を摘出し，家に帰  
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ロンゲラップの苦しみを繰り返さないで  停止させました。・・1988年にもセイル・イン．すなわち立ち入り禁止区域で  

の舶による抗諦デモが繰り返されました。   

小さな島々に住むわたしたちの人口は；ほんの数千人ですが，この桟の狂  

気を止めようと自分の役割を果たしていますも人数臓わすがでも，それをや  
ってきました。ということは．みなさんにもそれができるということなので  

す！二わたしたち払これから生ま準てくる亨どもたちと未来の世代のため  

に．この世界を救うためにひとつになら奄ければな日成せん。  

注  

く1）環礁 本草50常春照。  

く2）ラグーン（礁湖）‥本草50貫参照。  

く3）パンノミ クワ科の常緑樹パンノキの果寮で，直径20～30el羽の球状。2～4kg  

に達する。果肉を料理するといも瞭に似てあり，オセアニアの島々で【ま広く主食とさ  

れている。1本の木から用8個ほどの収穫があり、餌～餌年繚く。果実をそのまま火  

中で焼く ぐ焼きいもに近い昧がする）机 果肉部分を煮て食べる。また煮たものを石  

杵でつぶしてココナツミルクを加えて混ぜ，バナナの葉で包んで蒸し焼きにすると餅  

のようになり．・保存がきくので航海に持っていくこともある。幹は太く、カヌーを遣  

る。繊維の強い樹皮はロープや布に，ゴム質の乳液はすきま詰め用に偉われる。  

（4）世界初の水素爆弾 実際に帆 最初の水爆実験軋19＄丑年旧ソ連が中央アジアで  

行った（那須正幹・西村繁男l■絵で読む広島の原爆J福音館書店，1995年）。  

（5）疫学 疾病、事故、健康状態について，地域・職域などの多数の集団を対象とし．  

その原囲や発生条件奄統計的に明らかにする学問。最初は疫病の流行様態を研究する  

学問として発足した。  

リジョン・エタネラングーマーシャル諸島共和国  

1954年，ビキニ水爆実験  
ヽ   

わたしはロンゲラツプに産まれ稼菓願当時  

そこに住んでいました。  

1954年，ビキニで水爆無敵「ブラボー」が  

行われたとき，わたしは8薦習♭たサ彗持1日  

はわたしの誕生日でした。撃とでも導く▲函番  

い光が目に入って目覚めたのを簸えてい草す。  

わたしは何が起こったのかと外に潜け出しまし  

た。だれかが密に火をつけたのだと思ったので  

す。巨大な輝く光が空を焦がしていました。わ  

たしたちはみんなそれを見きうと．密からかけ  

出しました。まもな＜，まるで大きな曽のよう  

なごう音がとどろき，大地が揺れ始めました。  

地面は上下左石に揺れ始めたのです。ごう音で  

何も簡こえなくなりました。みなさんには頒像  

できないでしょう。何が起きたのかわからず，  

わたしたちはとても恐ろしくなりました。年寄  

りたちはまた戦争が始まったのだと言いました。  

わたしは泣いていました。   

少したってから，大きな禦がわたしたちの島  

に近づいてくるのが見えました。それは空をお  

おいました。それからロンゲラツプに雪が降り  

ました。わたしたちは島に釆た宣教師やその他  

の西洋人から雪について履いていましたが，白  

い粒子が空から降ってきてわたしたちの島をおおったのはこれが初めてのこ   J†ンノミ  
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とでした。   

爆弾からの毒は，何時間も島に陳り続けました。わたしたち亨どもはその  

拗の中で喜んで遊んでいましたが．後に気分が悪＜なり何もできな＜なりま  

したD訊こ砂が入ったようにチカチカし始めました。ブラボー核実験後の  
日々・わたしたちが吸い込む空気新鮮な飲み水．そして食べ物に死の灰が  

含まれていました。わたしたちは水が飲みたくてたまらず．水の入ったドラ  

ム缶のところに行くとその水は色が変わっていました。でもわたしたちはと  

てものどが乾いていたので，とにかくそれを飲んだのです。わたしは魚を少  

し食べ．ココナツの汁を少し飲んだのを覚えています。   

夕方になって．わたしはとても気分が悪くなり．吐きそうな気がしてひど  

く頭痛がしてきました。ほかの鳥居も同じ症状を遊戯していました。夕方近  

くなるとわたしたちの肌は．一日中強い日ざしにあたっていたように焼けて  

きました。翌日症状はもっとひどくなり，ひどいやけどが腕や臥足首まで  

広がって，ずきずきと痛みました。髪の毛が抜ける人もたくさんいました。  

もちろんその雪が放射能だとは知りませんでした。わたしたちに障り注いだ  

死の灰は，その後何週間も水泡やその他の傷となってわたしたちを苦しめま  

した○わたしたちが受けた深刻な内部被曝と外部被曝く2〉は，両親たちの世  

代わたしたちの世代，そしてわたしの子どもたちの世代に．長期にわたる  

健康障害をもたらしました。   

「毒」に変えられた食べ物  

わたしたちは死の灰が障ってから2日半，ロンゲラツプにとどまっていま  

した。それからアメリカ人が来て．島民をクワジェリン環頓に避難させまし  

た。何が起こったのか説明しようとしてくれた人もありましたが，わたした  

ちが十分理解できるほどの時間はなく．またわたしたちはとても気分が悪か  

ったので，何であろうと他のことに注意を払うことができませんでした。わ  

たしたちはひどい高熱を出しており．倒れそうでした。みんなとてもひどい  

病状でl自分の手どもに注意を払うこともできませんでした官飛行機で運ば  

れた人もありましたが．ほとんどは大きな舶で島を姐れました。何も持たず，  

家畜も連れて行くことはできませんでした。   

わたしたちはウウジェリンに3カ月滞在し．治療を受け，観察下におかれ  

ました。その後わたしたちはマジュロに移動し，そこで3年間滞在しました。  

なぜならロンゲラツプはあまりに危険で住み続けることができなかったから  

です。195ワ年，台州国の原子力委員会の医師が来て．家に帰っても安全だ  

と伝えました。  

1954年3月にわたしたちが烏を離れたとき．3年近くも家を離れること  

になろうとは知る由もありませんでした。  

195ワ年6月．帰淋したとき，島は変わっていました。ウズウコンのよう  

な自生の食用作物はすっかり消えうせていました。マクモウやタピオカなど  

は棄をつけなくなってい草した。食べると唇や□の中に水泡ができ・胃が激  

しく病んで吐き気をもよおすのでした。頻った魚を食べても時には同じよう  
なことが起こりました。このようなことは1954年以前にはなかったことで  

す。主食を食べて病気になるようなことは一度もなかったのです。   

わたしたちはこれらの問題を島に来た医者や役人たちに伝えて注意を引こ  

うとしました。かれらはわたしたちの調理の仕方が聞達っているか．魚毒に  

あたったのだと言いました。わたしたちは．そんなことはありえないという  

ことを知っていました。なぜなら．わたしたちは何世紀にもわたってこれら  

の食べ物を同じように調哩して，1954年以後現れたような問題に苦しむこ  

となく生きてきたのですから。水泡や，やけどや．脱毛はそのうちにきれい  

に治りましたが，後に他の，もっと深刻な問題が起こってきました01960  

年代初め．今わたしたちが抱えているあらゆる病気が現われ始めました。た  

くさんの人たちが，甲状腺腫瘍．死産，眼病，肝臓がんや胃がん．および白  
血病に苦しんでいます。1954年以前にはロンゲラ、ソプに住んでいなくて  

195ワ年にわたしたちと一終に島に渡った人たちにまで，わたしたちが後に  

かかったのと同じ症状が出始めました。外国の医師たちや他の役人たちはこ  

の人びとを「対照削（3）と呼び，その人たちの病気はわたしたちの病気が  

マーシャル諸島全体に共通するものだということを証明していると言いまし  

た。わたしたちはそれを信じませんでした。そして．ごく最近になってから  

「対照群」もやはり核実巌で汚染された地域から移住してきたのだというこ  

とを知りました。  
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中には8力見9カ月までおなかにいる子どももいます。たいてい‘＝∃か2  

日で息を引き取ります。多くの女性隠異常妊娠のために亡くなり．生き残っ  

た者は赤紫色をしたぷどうの房のようなものを産んで．わたしたちはそれ杏  

急いで隠して埋めるのです○   

これらの「モンスタ丁・ベビー」を産んだ女性たちの中には．外国の役人  

が放射能で汚染されていなし、と言った囁礁の出身者もたくさんいます0わた  

したちにはそれが本当ではなし1ことがわかっています。なぜなら彼女たちの  

健康障書はわたしたちとよく似ているからです○リキエツブのある女性は頭  

がふたつある子どもを産みました。現在アイルツウに住む幼い少女がいます  

が，彼女にはひざがなく．両足の拍はそれぞれ3本で・片方の腕がありませ  

ん。彼女の母親l封954年以降に生まれたのですが，汚染された環礁で育っ  

たのです。他の子どもたちは生まれて来はしましたが．決してこの世界も両  

親も認識することはないでしょう。その手どもたちはねじ曲がった手足を持  

ち，話すこともなくただ横たわっているだけです。時にはわたしは妊娠した  

いと感じます。子どもを持つのはとてもうれしいことだと感じるのですが一  

それからすぐにどんな子どもを産むだろうかと不安になります0わたしは引  

き裂かれたふたつの世界に住んでいます。ひとつは子どもを産みたいという  

世乳もうひとつはそれを恐れている世界です。   

初めて知った白血病   

強じんで健康馴5蔵の少年．レコイツ・アンジャインの体がひつぎに入  

ってロンゲラツプに戻ってきたとき．わたしたちは白血病のことを知りまし  

た。わたしたちは彼の病気また，わたしたちがその治療のために合州国に  

送られた病気について理解していませんでした。わたしたちの多くは，生ま  

れて初めて．自分たちの島から合州国とグアムの病院に送られました。わた  

したちは何のため机またどんなものかほとんど何もわからないまま手縮や  

治療を受けました。なぜならわたしたちは英語を話さなかったし，ほとんど  

の場合通訳がいなかったのです。脳腫瘍の者もいれば他のがんの除去手縮も  

されました。ずっと最近になってから，甲状腺を全部摘出された人たちがし1  

ることがわかりました。   

レコイツ・アンリヤインの父親ジョン臥こういう副こあった人びとがあ  

傷つけられた生命  

家族のことを少し話します。わたしの祖母は10ワ歳まで生きました。祖母  

は1960年代た甲状腺と胃のがんで亡くな■りました。父はマーシャル諸島の  

初代の舶長でしたが．核喪験が行われたとき近くにいたため，1954年6月  

30日に亡くなりました。いとこは1960年にがんで亡くなりました。19ワ2  

年には別のいとこが白血病で亡くなりました。姉妹のうちふたりが1981年．  

甲状腺の手彿を受けました。   

わたし自身も放射能毒の鮨果．健康を損射1ました。わたしは子どもを産  

めません。ワ団流産しました。そ・の中には4カ月で流産した子どももありま  

す。わたしが流産した子どもは重い障奮を持っていました。目がひとつしか  

なかったのです。19ワ8年．わたしは結節【小さなこぶ】を除去するために  

甲状腺の手絹を受けました。現在では－わたしは生きている間ずっと，毎日  

甲状腺治療を受けなければなりません。最近医師の診噺でさらに多くの審葡  

が甲状腺に見つかり，近い将来取り除かな＜てはなりません。治療中の腎臓  

と胃の病気に加えて，乳至引こもしこりがあります。視力はぽんやりとしてい  

て．すべてが，常がかかったように見えます。   

生殖器官のがんや異常出産を濃紫する女性がたくさんいます。放射能に被  

曝した男性たちとは違って．マーシャルの女たちは苦しみを表にあらわすこ  

とはありません。マーシャルの文化と宗教で払出産異常は女性が夫以外の  

男性と交渉をもった証拠だと教えられています。そのために多くのわたしの  

友人たちは，自分たちが経験した異常出産について沈黙しているのです。彼  

女たちが人知れす産んだものtもわたしたちが考えるような子どもではなく，  

「タコ」「リンコ」「亀」その他わたしたちの温顔の中でそうしか形容でき  

ないようなものでした【タコは指が多かったから，リンコは預が大きかった  

からこう呼んだという】。マーシャルにはこういった赤ん坊を呼ぶ言葉があ  

りません。なぜなら放射能が来る以前にはそのような赤ん坊が生まれたこと  

は一度もなかったからです。マーシャル諸島のロンゲラツプその他の環礁で  

最も共通してみられる出産障害は「クラゲ」赤ちゃんです。これらの赤ん坊  

は生まれつき体に骨がなく．肌が透明です。脳と心臓が鼓動しているのを見  

ることができます。脚も．膿も．頭も．何もありません。これらの赤ん坊の  
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守ってくれる家を作らなければなりませんでした。島を後にするのは・とり  
ゎけ年寄りたちにはとてもつらいことでしたロかれらにとって故郷左離れる  

のは簡単なことではなかったのです。年寄りたちのうち3人馴帽引こ入って・  

死ぬまで一度も出てきませんでした○   

メジャツトでの生活は容易ではありませんでした0島の食料はわたしたち  

が生きていくのに十分ではありませんでした0食べるものはココナツと魚が  

少しだけでした。十分な土壌がないので1耕作できるのはたった1エーカー  

［約4，000ポ＝まかりでした8メジャットは大半が砂とさんごでできた島な  
のです。合州国較府ガわたしたちに食料をくれることになっていましたガl  
かれらが運んできたものはいつも足りなくて・そのうえIたいていの場合・  

舶は遅れてやってくるのでした○わたしたちは2カ月に＝軋エペイから物  

資を得なけjlばなりません○エペイはクワジェリンのすぐ阻こある小さな島  

ですが．そこは世界最大の合州国軍ミサイル発射実験場になっています。  

まりにも多いので．ロンゲラツプ島民で，亡＜なった人や甲状腺摘出のため  

渡米した人たちすべてのリストを記録し始めました。それらの人びとをすべ  

て覚えてはいられないように思ったのです。どうしてこのようなことが起き  

たの机軍閥に思わずにはいられませんでした。毎年合州国エネルギー省の  

医師たちがロンゲラツプに来て人びとを診察しました。かれらはすぺて正常  

で何も心配することはないと言うのでした。わたしたちは少しも良くなって  

し噸机鮒議どんどん弱っていると訴えました。ブラポ⊥の実灘後数年にわ  

た肇竿∴葦華凄強度嘩どもたちや一見健康そうな大人が，突然死んでいった  

のです。  

195望韓日汝ゲラツプに戻ってからずっと，わたしたちは汚染された島で  

め生港l≡寄安密漁いていました。1978各エネルギー省の僅師たちはロン  

グラップ瑞艶とマーシャル諸島にあるもうひとつ別の島の将親研究を行いま  

ししたや・皆の研究徽診れらはロンゲラツプ島北部で採れた魚．ココナツ，そ  

の他の魚ペ物を食べてはいけないと伝えました。項囁の南側は低レベルの汚  

染なので生活しても安全だと言いました。これらの研究を聞いてわたしたち  

ロンゲラ、リブ島民は．将来生まれて＜る亨どもたちのことを考え．とても恐  

ろしくなりました。それ以来，わたしたちは島から出て行きたいと思うよう  

にな・りました。そこでロンゲラツプから移住する計画を立てました。鳥で署  

名を集めました。誰もが署名しました－－せれを合州国政府に送り，援助を  

求めたのです。合州国政府はそれを拒否しました。合州国政府は．島はまっ  

たく安全であり．島を去る理由はないと言いました。   

故郷の島から脱出  

わたしたち自身の政府は合州国政府と非常に密］割こ連携しており，やはり  

わたしたちを助けてくれようとはしませんでした。そこで，柑85年，ロン  

ゲラツプ島民は，グリーンピースの舶「虹の戦士号」（4）の助けを得て，ク  

ワジェリン環礁にあるほかの島へ自ら脱出しました。それからずっとわたし  

たちは故却を乱れて住んでいます。現在350名が小さなメジャツ十島に住ん  

でいます。島の長さはほんの1マイル［約1．6lくm］しかありません。わたし  

たちがそこに着いたとき，そこには何もありませんでした。わたしたちはロ  

ンゲラ、ソプから運んできたもので，赤ん軌女性たち，そして年寄りたちを  
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した。わたしたちはすべて捨てなければなりませんでした。多くの人びとに  

とって，わたしたちの小さな島ロンゲラツプは．それほど重要には思われな  

いかもしれません○しかし，わたしたち■にとって乱そこで生きることが当  

然なのです。わたしたちの島はト薬であり，食料であり．家であり．日々の  

〟て 生活の糧です○島には亡くなった人たちの思い出があり，その人びとの要は  

島にあります○この故郷ま．合州国政府によって破壌されてしまいました。  

わたしたちの命はすでに破壊されてしまいましたガ，手どもたちには，わた  

したちのような病気にかからせたくありません。今わたしたちが考えている  

のは未来のことです。子どもたちの未来をどうする机考えな＜てはなりま  

せん○核実廠以後のマーシャル諸島住民の誌は悲しくつらいものです。わた  

したちにとっては遅すぎましたが．これからはわたしたちの應願を受け入れ  

他の人たちがそのような悲しみと苦痛を囁わうことがないように活かして＜ 

ださい。   

わたしは何よりも．核兵器の破填的な影響が時間と距離を越えて及ぶこと．  

そして何世代にもわたって罪のない人びとにどんな影響を与えるか知ってい  

ます。わたしはあなた方に，マーシャルの人びと欄レた凍ラ年若しみを． ∵ 

1・ 、  

い■J■ ■                                                                                                               ・■  ノ上  

ミラルのウラニウムを掘るな  

ジャッキー・カトナーオーストラリア  

カカドゥ一章われた土地  

太陽を浴びたり．泳いだり．野生の動植物に  

触れたり．壮大な大地の美を見たりできるカカ  

ドゥは保養地として知られていますが．アボリ  

ジニにとっては家なのです。そこはアポリヅ＝  

の人びとが5万年にわたって育んできた場所で  

あり．子どもを教育する場所であり．生きる場  
所です。わたしたちはそこで生まれ そしてそ  

こで死んでいくのです。そこはわたしたちが育  

んできた場所であり，またその土地がわたした  

ちの命を育んできてくれました。わたしたちの  

世界観はそこで育まれその世界観の下でわた  

したちは大地を守り，汚さす，聖なるものとし  

てきました。そしてそういう場所に生きるもの  

として誇りを持ち続けてきました。   

20年前にオーストラリア国民の合意に基づ  

いて，北部準州先住民土地権利法（1）が制定さ  

鮎  
ト ．－こ．  

復することはできませんが，同じような恐櫛恕再び操 

ための努力をすることはでき轟のです。  一 

．． ．  

11  

，  

津甲鱒∴ヰ  ぎいストロンチヴつ娘OJ．セ  

れました。その目的は，アボリジニ社会が今日  

までこうむってきている社会的経済的な問題にいくばくかの補償をもたらす  

ことでした。   

カカドゥに多量のウランがあることがわかると，土地権法は政府にとって  

ジレンマとなりました。鉱山業壱のロビー清動【議員に議案通過または阻止  

のために働きかけること］は大変強力なもので，嫌堆を認めるよう政府に執  

ように圧力をかけました。このような有害な酪発に対してアポリジ＝には拒  

否できる権利が認められていますが．「その権利を削除せよ」というのがそ  

く2）内部被曝と部   
、  

て体内に放射能を別品宮詣魂表芸蔽議  
璽軌  

・（3）対照群 疫学嗣電確執る，Eケネネハ中々ト煎紳  

調寧方法で．調査封碗・壷或る  
どの脚鞄フた他の誓団を  ▼ ■  
▼  r・1’■石■■、’’r‾’ニ丁′「丁・夏こ ■■■，【   加伯 摘地蕗軸，＿予オテ完新㌫ぷ訪露毎  

ク夢貨ドに停泊  

中．フランス政府のエ作貞によって饅破され，フォトグラフアー1名が死亡した。  
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うことであると聞かされていました。第三者的な立場の人が北部土地審議会  

へ参加することは拒絶され，委員会のあるひとりのメンバーの命令の下，う  

そとごまかしに満ちあふれたレンジャー鉱山との合意著瞼交わされることに  

なりまし桓。   

「ノー」一飯効に巷れた権利  

次はがヤビ知力でした。わたしたちはウラン採掘には反対し続けてい表し  

た。ここはまだ土埠権汝によって，わたしたち腰翁求撼を電鍵密恕亀概激に  

ありました。バン・コンチネンタル祉は，この請求権に執ように反対してい  

ましたが．この攻撃キャンペーンは新たな展閏をみゃました敬重意監ぬ絆て  

の般定的交渉奄地軸剥こあたうて．プロジェクトの嗣を藤巻蘭に．北都土  

地審議創立鉱山に対して土鳩求権に反対の立場を変み悉串う由姐会社  

は争相こ従ったのでしたや棄際柁ハコン手車ン射場鈍鱒軸鰊妙に非  

常に療養幽で，土嘩魂に係わ呑鰍多くを烏過し赦し．金急変執こかか  

る費用も少なからず負担しました。   
ジャピルカ合意（引は1982年に醜印きれ圧力団価であった鉱山会社と  

いう私企業に政府は最大の利潤をもたらす確約をしたのでした。ミラルの人  

びとには強制執行が適用され，かれらはジャビルカがそのまま開発し線けら  

れることに同意せざるをえなかったのです。選択の余地はありませんでした。  

の圧力の具体的な内容でした。この開発  

は，ウラン揺掘による直接の影響を一番  

多く－こうむるアポリヅ＝社会にとって有  

害であるだけでな＜，世界中の人びとに  

とっても有害なものです。  

：ミラルの人びとはウランの採鳳こはず  

つと反対してきました。土地を守るため  

に，わたしたちには従わなければならな  

、 

ノ1■l・        ．1・．．．、． ．・・‥‥ ニ：；ニ占■‘ォ．瑞壇唐津敦鱒塙桓廉  ■ 

■：や巫哩顔随時昭画境キウさミ巧■                                  ．‥7  ・・一■ミ，・．i■  
字画嘩軒嶺庫画薄紅  

∴・・嘩卿涛坤‡嘩地軸阜鱒隠トr腐軒：  
・二上林聖な執牢温しこ手由境考荒廃さ郎嫉こ  

’軍備観爵をあおると叶う脛由か京：」射・  

・－‾ラルの人びとはゃカドゥ世界遺産華閲の－・ ■ 

∴沖にあ叫ネジ「ヤ謁強：擁‡ビルカ煎▲車∴  

いものがあります。それはわたしたち自身が詠め．かつ自分たちに課してい  

るアボリジニの法［宇宙観：土j軌人間，その他の生命体は一体のもので，  

その間には明瞭な区別がなく流動的な状態にある】です。わたしたちは採掘  

されたウランの破壊的な力を十分知っており．カカドゥからウランが運び出  

されて使われることを恐れてきました。わたしたち峰ここから掘り出された  

ウランで他の人たちが傷つくことを望んではいません。カカドゥ地域では  

20年以上も前から反対表明がなされてきましたが．19？8年のレンジャー鉱  

山との合意（2〉によってこの意思は滝みにじられました。わたしたちが反対  

したことで政府は歯り，フォツクス調査委員会（3）が設けられました。   

この委員会の自助は．半径80km以内の土地に4つのウラン鉱山を陶業す  

る可能性をさぐるというものでしたが．アボリジニ社会に起こりうる社会的  

濯済的影響一棟燃料サイクル（4）が環■境に及ぼす影響－を調査すること  

も課されました。その結果，調査委員会は以下の事柄を認定しました。「ア  

ボリジニには自分たちの土地の正当性を主張するに足る明白な，そして疑い  

のない権利がある。アボリジニはウランの採掘に茸く反対しているが．その  

反対の意思を説き伏せようとしてはならない。■その代わりにカカドゥ国立公  

園を作り．行政区として，4つのウラン鉱山に対して厳しく環境モニター（5）  

を行う」   

わたしたちは引き続きウランの採掘には反対しできました。政府から代理  

人が送り込まれ，これはノ」とは言えないことだと人びとに伝えました。メ  

ディアは締め出されていました。北部土地審議会には，もしアポリヅニがこ  

う れを認めなければ，土地梅漬は失効の憂き目にあうであろう，との通告が届  
いていました。わたしたちはレンジャー鉱山を認めることは「国益」にかな  

かれらが聞かされていたこ  

とは，「ノー」という権利  

は無効となることになって  

おり，アポリヅ＝の土地で  

ウランが採掘されるように  

なるのは国益にかなったこ  

とである．ということでし  

た。アポリヅ＝の人びとが  

もつ拒否権を消滅させるこ  

とが利益になる．それが  

「国益」にかなうというこ  

となのです。これは20年  

うぅ   
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そうすることで社会は永続しIかれらは人として生き延びていけるのです。   

これがジャピルカを止めさせるためのたたガ巾の核心ですdこれはたんな  

る環境問題でも公害問題でもなく，人が生きてい＜ということです。わたし  

たちの，今日の日々の営みであり，手どもや孫の斜こ係わることです。  

命や自然を犠牲にした国益  

ミラルの人びとがこれからの世代の命を犠牲にすれば，政府にはいくらか  

のお金が人り，私企業はもうかり，そしてオーストラリア経済が潤うという  

うそを，また聞かされることになります。ミラルの人びとには．そのような  

ことのために．将来の世代を犠牲にするような気持ちはありません。本当の  

ところは．ウラン採矧±よって利潤が上がるということはありません。アポ  

リヅ＝にはそんなことはすっと前からわかっているのです。アボリジニは．  

社会的推済的に第三世界由水準にあります訊この合意の「受益者」で金持  

ちになるのはアボリジニだ．とメディアは人びとに億じ込ませようとしてい  

ます。   

現実はといえば．500ドル【約58，000円］を年に4匝受け取るだけです。  

直接手もとに＜るのはそれだけです025万年は消え去ることのない有毒廃  

棄物が何トンとその土地に置き去りにされることに対して．支払われるのは  

年間2，000ドル［約23万別です。はたしてこれを恩恵と呼ぶのでしょう  

か。産業がもうける陰で人びとが死んでいくのです。生活習慣病で多くのア  

ボリジニが亡くなっていきます。雇用もなく．飲酒の問題は深刻で．高等撃  

硬を終える者もきわめて少数です。権利をはく奪され見放され，希望もな  

いと感じているアボリジニに，年間乙000ドルはどんな意味があるというの  

でしょう恥決定を下すにあたって∴政府は危機に瀕している聖なる地を守  

ること痘約束しました。ミラルの人びとにとっての危機であるというだけで  

なく，その地域の他の人びとにも危機は迫っています。  

1994年に，レンジャーおよびジャピルカ鉱山を保有するエナジー・リソ  

ーシズ・オブ・オーストラリア（ERA）は．高レベル放射能廃水50万m3を  

カカドゥ国立公園の湿地帯に放流したがっていました。ミラルの人びととの  

隣接地で．その湿地帯の下流に暮らす人びとは，そうさせなし1ために裁判を  

起こしたり，キャンペーンを展開しました。法廷はあまり理解を示すことな  

前に起こったことですが．含また起こっています。さいわいなことに，教権  

交代が起こり．オーストラリアが核燃料サイクルに参加すべきかどうかとい  

う論争が巻き起こりました。労働党政権は“ThreeMinesPoJicy（三鉱山  

礫策：鉱山壷3つに限奄奴汚廟”を立案し，ジャビルカ開発臥むこ  

う 

掛軸ウランを他の魔物  

と陶等に鼻脅すとじ爛奄払ま♭紀終ねたしたちtもそうは思っていま  

軌。聴鮒イ毎頭痛ち機番機敏で生勝毒は，土地だけでなく，人び  
とに永久に椒夢を与え夢ことがわ効っています¢  

造機櫛重野寧で決牽垂下し．牙→ストラリア社会に今画は論争は起こり  
或世んでし鮎脚壁地所筆者奄細め出して，決定はなきれました。「伝  
批地所青春」とは所専権を持った土地所有者のことです。土地権法に基  

づいて，ミラルの人びと臥その土地は自分たちのものだと主張し草した。  

かれらには大地を護り．生き方や世界額」そもて文化を守る権利がおります。  
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く，最良の技術が用いられるなら，その湿地に資源を求め暮らしてきた人び  

とにも被害が及ぶことはないであろう．という判決を下しました。住居は敗  

訴し．雨季になれば会社は廃水を放流するのに何の理由づけも必要としなく  

なりました。   

ERAはレンジャー鉱山から毎年，わたしたちの湿地に汚水を放流します。  

この湿地は国家遺産地軌国立公園．世界遺産登録といったさまぎまな基準  

の環境保護を受けています。伝統的土地所有者の立場も．国際的に認知され  

た基準も．今後の汚水の放流も止められないということがわかりました。生  
産活動の♯果をまったく無視し続ける－虚業の事執こ対して．オーストラリ  

アはどこまで犠牲を払うつもりでいるのでしょうか。   

放水による長期的な影響について．わたしたちに．あるいは他の地域の人  

びとに情報を与えられる人はいませんが，人びとの心の中では問題ははっき  

りしています。いったい何を食べればいいのかという本質的な恐怖がありま  

す。汚水によるだけでな＜，鉱山開発そのものによって．どういった動物ガ  

こうさいら 汚染されているのか。どのカモが鉱薄地旛山から出る放射性廃棄物や重金  
丁 属を棄てる巨大な池］に降り立っているのか，そしてそれはどこに飛んで行  
き，着後にそれを食べるのは誰なのか。わたしたちの社会への影響はどんな  

ものなのか。わたしたちは，その土地や水に頼って生きているのです。 

わたしたちは．差し迫った鋼業だけではなく，過去に行われた開発にも関  

心があります。たとえば．今日では閉鎖されてしまったナパーレッウ・ウラ  

ン鉱山の鉱薄地は埋め立てられてしまっていますが，大きな気候変動が起こ  

って有害廃棄物が反応するようなことになったら．いったいどんなことにな  

るのでしょうか。脅威も，危機も．現実のものです。最前毒削こあるわたした  

ちの社会だけに差し迫ったものではなく，空気とか水といった純然たる自然  

界にも脅威は迫っています。政府はどんなことでもやりかねません。アボリ  

ジニにとって神聖なものであっても，枚府はそのような認識はもっていませ  

ん。しかしアボリジニ以外の人びともそういうものは認知してしかるべきな  

のです。   

断崖の旗  

ミラルの人びとは，直接行動によって明確な立場を表明してきました。レ  

ンジャー鉱山の株も ERAの取引相  

手そして鉱山労働者とかけ合ってきま  

した。また自分たちの考え方を表した  

バナー［即を作って．観光客にアピ  

ールすることにしました。そ・のバナー  

は．赤と黄色の放射能マークの上に黒  

の手形が押されたもので．カカドゥ国  

立公園を訪れる年間30万人の観光客  

に，伝統的土地所有者が鉱山に反対し  

ていることをきちんとわかってもらう  

ためのものでしたが，風雨にさらされ，  

ろされました。  

すり切れてしまったのでいったん障   

これは環境運動ではなく伝統的土地所有者の声です。抑圧され 長期間に  

わたって希望もなく生きてきた人びとが．こうして純粋な逝航行動を起こす  

ことは．きわめてまれなことです。ミラルの人びとは．賞賛に値します。   

断崖にバナーを下げることは大事業でした。わたしたちは「世界環境の白」  

に育を広げたいと患いました。そ・の臥 なんと10時間もかかってしまいま  

した。バナーは180kgという．とても重いものでした。だれもロック・クラ  

イミングなんてしたことがなかったので，わたしたち自身の層念を試すこと  

にもなりました。やっと断崖の礪にたどり看いたとき．ペンキが糊のように  

なってしまって，バナーはくっつきあってしまい．広げられなくなっていま  

した。縦20m．横13mの幕を，1mほど突き出た岩棚から．下に向かって  

20m以上も投げ降ろさなければならなりませんでした。タイミングを述し  

てしまいましたが．とにかくバナーは下げられました。   
わたしたちのために下された決定に対して，人びとが責任を果たすべき暗  

がきました。政治家やこぎかしい役人に任せてしまってはいけない。立ち上  

がる時がきたのです。わたしたちそれぞれが，責任を果たさなければならな  

いのです。政府が責任をもって．実際的に，そしてわたしたちすべての未来  

のために政治を行うよう目を見開いていなければなりません。政府の専任が  

問われているのです。国際的にも，実態を白日の下に置かなければなりまセ  

ん。わたしたちが閏親にしているのは．世界遺産に登緑された国立公園内に  
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している。  

（3）フォックス調査委員金 力カドゥ（当時は公園イヒされていなかったので南アリゲ  

ータ流域地区と呼んだ）でのウラン採掘の社会的影軌こついて連邦政府の散開を受け  

てフォックス判事が座長となって調査した。  

（ヰ）槙燃料サイクル ウラン採掘から原子力発電、再処理、廃棄物処分に至る渡れ。  

日本では再処理プルトニウムや燃え残りのウラン（回収ウラン）を、再び燃料として  

利用する計画をめぎしており、そのために「サイクル」と名付けられているが、実際  

には、この循環は商業的には妥結していない（本音78頁参照）。  

（5）環境モニター 鉱山会社が出すデータ（水質、排水中の放射能漣度など）を北部  

準州政府が追放する。現状についてケアンズでの世界遺産会読では，その透明性に疑  

問が投げかけられた。以前は連邦政府が貫任をもっていた。  

（6）ジャビルカ含意 バン・コンチネンタル牡とミラル・タンジェイッミの人びとが  

北部土地評議会を通じて交わした協定。現在、採掘権はERAに譲渡されているが，政  

府はアボリジニに了承を得る必要はないという見解を表明している。現在の隙発計画  

は合意当時とは大きく変わっていることも問題である。  

（7）なお1991年にジャビルカの権益がノース社に売り渡され、その後保守連合政権の  

誕生でジャビル力闘発は再会された。これに対してはたたかいが梼いている。  

おけるウラン開発についてです。そこlま伝統的土地所有者が自分たちの生活  

様式を守ろうとして．国家の保革を褒めて．開発に「ノー」と言っている場  

所なのです。鉱山開発を見過ごしてしまうわけにはいきません。   

「ノー」一次世代のために貫い続ける  

土地ガ掘り起こされてしまったらもうもとには戻らないのです。わたした  

ちの水系や食料源への被害は，取り返しのつかないものになります。お金で  

文化をよみがえらせ轟こと練不可能です。   

これ潜らの世代のために土地を守っていくこ七は．当然しなければならな■  

いこととしてわたしたちの法と文化にもともと備わっています。それは謙り  

渡すことができるような便宜上の問題ではありません。そ・れは，これからの  

世代に対する，わたしたちの言わずもがなの責任です。   

ジャピルカ鉱山を止めさせることができれば，わたしたちの社会の将来を  

変えていく第一歩になります。今葉任ある行動をとることが，子ども，孫．  

そしてまたその手どもに引き継いでいくものに力を与えることになるのです。  

産業の攻撃や支配にさらされることのない，意義深い明確な変化。わたした  

ちのための，わたしたち自身による変化。それがわたしたちの未来です。   

今わたしたちはウラン開発に「ノー」と言っています。それは将来のため  

でもあります。わたしたちが「ノー」という権利の根底には．わたしたちの  

先祖，遺産．そしてわたしたちの掟や文化があるのです。  

注  

（1）北部準州先住民土地権利法1974年のウッドワード妻員全容申によれ帆アボリ  

ジニは居留地への永代所有権を謎められるペきである．公有地内でアボリジニの儀礼  

のために所有権が必要であるとされる地域では，その要求は考慮されるペきである，  

とされている。しかし，天然賛源の権利に関しては．アボリジニによる完全な管理権  

を認めなかった。77年1月には北部準州アボリジニ土地法案が公布され．従来のアボ  

リジニ居留区はアボリジニ共同体の所有となった。この法律は未利用の国有地の返還  

櫓を認めたもので，北部準州の総面積のおよそ50％がアボリジニの土地として詩愛さ  

れた。アボリジニの土地間温に関しては、ジュリアン・／トジャー著r世界の先住民  

族』（明石背店，1992）351～366育も参考になる。  

（2）レンジャー鉱山との含意 北部土地評詩会を通じて，土地所有者であるミラル・  

グンジェイッミの人びとが合意したもの。ジャビルカで掘ったウラン鉱石をレンジャ  

ー鉱山の轍錬放備に持ってきて処理する鳩舎は，アボリジニの了承が必要とされると  

ラム．日本とオー▼ストラリアの関係  

①たとえば，多＜の観光客にとっては登る対象であるウルル（エアーズ  

ロック）はアナングの人びとにとっては聖地であって；かれらは決して  

登ることはないし，観光客にも登らないよう訴えている（荒木有希「ウ  

ルルとエアーズロック」r週刊金曜日j231号に詳しい報告がある）。  

②ERAの株式の1096は「日豪ウラン資源開発」（東京）が保育している。  

この会社は関西電力50乳九州電力25取囲国電力15乳そして伊藤  

忠商事10％の出費で設立された。日本の電力会社では関西電力がカカ  

ドゥからの購入が最も多い。駒西電力の筆頭株主は大阪市である（伊藤  

孝司「日本の原発のために破項されるアボリジニ…の聖地」F週刊金曜  

日』278号に詳しい報告がある）。  

③カカドゥと長崎の諌早は渡り鳥の往来で関係が潔い。  

⑥ジャツ幸一・カトナとイボンヌ・マルガルラは「環境保護のノーベル  

賞」といわれるコールドマン環境賞を1999年に受賞した。  
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植民地化が始まりました。新しい宗教（キリスト教）．新しいことば．新し  

い言語による学校と大学．新しい文化新しい食べ物，新しい漕．新しい病  

気に新しい血といったものヤす。マオヒの人びとが神々しいコスペルを歌い  

踊るとき．その自はじっと天を仰ぎ見て．かれらの土地と資源を奪った侵嶋  

者を見ることはできなかったのです。民族の本質の喪失，食料の喪失，土地  

の喪失と民族の消滅はト植民地化によってもたらされた鮭果です。先住民族  

′ろ一t▲ は西洋人たちと同じ行動をす卑クローンに変身きせられています0そうして．  
西洋の商品売買と．よ地と資源の嶋蛮はより簡■如こなるのです。  
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府にいくらかの決定権ガ認められているとはいえ，経済水域はフランス権力  

の統制下にあります。金軌科学的函究，移軋および司法に関する権力は  

すペてフランスが握っています。   

タヒチには，立法機関（「海外領土議会」TerritorialAssembJy）と行政府  
があります。「海外領土議会」は国を統治する力を持っていますが，すべて  

の法律はフランスで決定されます。寒際は．議会の大統領には権力はなく．  

最終決定を下すのはフランス大統領なのです。政府はフランスの利益を推進  

します。フランス寄りの自治主義者たちは，鮭温社会，および教育両帝に  
おいて．深刻な失敗を犯し，無能さをさらけ出しました。帝国主義，植民地 

主嵐不正．腐敗が（タヒチ）政府の特徴となっています。   

タヒチにおいて民主主義は．植民地厚宗主国の管理下に維持しておくため  

に考案された社会・政治制度です。先住民族社会の組漱形態と．民主主義の  

関係は，［民族固有の1宗教とキリスト教の関係にあたります。その概念臥  

どちらも絶対的な価値として外部から持ち込まれ押し付けられたものです。  

それら乱世代から世代へ伝就的に受け継がれてきた信息組織を持つ先住  

民族と相容れないものです。伝統的なやり方に．フランス植民地主義が倭人  

したとき，とりわけ危険なものとなります。つまリー亜の人間が伝統的慣習  

の中で訓練されて権力を持ち，独裁的になり．腐敗するのです。   

核実勝とともに，まやかしの経済が発展してきました。1962年．核棄験  

計画以前の縫済の中心組伝統的農業と漁業でした。永続可能な生酒様式が  

太平洋全般に行き渡っていました。擬清酒動のワ596が第一次産業であり，  

輸出は809引こ達し，庶民の生活は質素ではあっても平穏でした。しかし，  

フランスが核喪願のための基盤整備を確立し，観光産業が発展すると．住民  

は現金収入のある仕事につくようになりました。今日．第一次産業従事者は  

たった5％で．輸入が98％近くになっています。たった20万人の人口には  

重過ぎる．6億ドル【約700億円］という巨額の償金（199？年予算）を抱  

えています。   

このアンバランスを修復するために，フランスはいわゆる「バルーン［風  

舶］麓済」というものを創出しました。フランスは，フランス領ポリネシア  

を国際賞易から切り離して，他の国と取引きできないようにしたのです。タ  

ヒチ政府に強制して輸入園税（予算の80％を供給する）をかけさせ．輸入  

促進のために数十億ドルを投入しました。   

ですから，わたしたちはにせの快適な，保護された専制政治のもとに生き  

ているのです。観光と黒真珠の輪出による繁栄は幻想にすぎません。旅行者  

の目に映る最初のものは，神秘の楽周ではな＜，世界一高い物価です。   

守られない約束  

フランスは金を投入してくれていると言われていますが，その倍以上がフ  

ランスに返送されており，核実験のことは考慮に入れてはいないのです○フ  

ランス領ポリネシア吼フランスにとってまったく金がかかっていないだけ  

でなく．フランスの潅済発展に賢献し．世界における．とりわけ太平洋にお  

ける重要な戦鴫的拠点となってきたのです。  

1992年以乳フランスはし1くつかの「進歩的協定」に合意してきました  

が，約束した金はまだ支払われていません。1996年り月．核実験中止後  

フランスは10年間毎年1億8．000万ドル［約200億円］を支払うという協定  

に調印しました。まだ．その金は払われていません。フランス支持の植民地  

政府は，その協定の代償としての，フランスの賠償責任を150年間の植民地  

支配と35年簡の核実験に限定しています。   

その他にフランス支配がもたらした影響として，本島への人口の集中があ  

ります。住民たちは周辺の島々を離れ，本島にやってきました。これは社会  

同義をもたらしました。土地闇雲は深刻です。地価はマオヒにとっては非常  

に高価で，外来者にはとても安いので．そのため多くの人びとが土地を失い  

ました。わたしたちは教育に多額の出費をしていますが．マオヒの中遠退学  

率は80％になっています。なぜなら．カリキュラムがフランス式だからで  

す。学校ではわたしたちの祖先はフランス人であり，フランス人が島に来た   

とき．先住民族はし1なかったと教えられています0   

それに核美顔があります。1945年の広島・長嶋への原爆投下後，1946  

年から1996年までの5．0年間にマーシャル諸島で合計66固．オーストラリ  

アで12匠しジョンソン環礁（ハワイ）で12回，キリバスで30匝IIおよぴフ  

ランス領ポリネシアで46団の大気愚核実験が行われ．そしてフランス領ポ  

リネシアでは，さらに14ワ国の地下核突赦が実施されました。   

それらの核実験によって直積の犠牲になったのは先住民族でした○間増酌  
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犠牲者もまた．世界中にいます。わたしたちは，太平洋と世界の核被害者が  

力を合わせ．核実験を非難する先住民族太平洋宣言と世界先住民族空言を創  

造したいと望んでいます。   

太平洋諸国l丸世界と未来の世代にメ、リセーヅを発信しなければなりませ  

ん。フランス領ポリネシア以前には．マーシャル諸島が核軍事産業によって  

もたらされた深刻な被害を濃験しました。それは∴経済上政治 腐敗と社会  

周題，教育，ものの考え方，習慣，生活様乱文化健凰そして最終的に  

は太平洋の生物多様性が内包するあらゆるものに対する影響でした。   

フランスのうそ  

世界の生物多様性が今危機に瀕しています。フランス臥 フランス領ポリ  

ネシア．とりわけモルロアとフアンガタウファ環礁の地上地中および地下  

における放射能の規制義務を尊重しなければなりません。わたした矧嵐放  

射能がコンクリートで固められた岩の中に閉じ込められているというフラン  

スのうそを信じません。汚染された海水が岩から染み出して外敵こ漏れます。  

1994年にはモルロアから12マイル【約19kn】離れたところでストロンチ  

ウム90．セシウム13ワ，およぴプルトニウムを検出しました。それらはど  

こから来たのでしょう？タヒチはセシウム13ワで汚染されマンガレバ諸  

島も汚染されています。  

フランスがうそをついてきたという証拠があります。今，人びと．とくに  

フアンガタウファとモルロアで働いてきた人びとがはっきりと語っています。  

核実験実施以前は，がんはまったくありませんでした。核稟願開始から2年  

日には4例が発生し，今日では少なくとも毎週3人が，がんのためにフラン  

スに送られています。   

核実験場周辺の住民tよ核棄廉から2年後には魚を食べることができな＜  

なったと言っています。今日間男なく食べられるのは，たった2種類の魚だ  

．けです。フランスは，それは核実験のせいではなく．シガテラ［魚毒】だと  

言って，魔ペいしています。放射能ではなく，住民の生活様式に問題がある  

というのです。かれらは閏題の存在を否定しています。   

福音教会はフランス領ポリネシア最大の教会ですが．非政府組織「ヒチ・  

タウ」と協力して，すべてのフランス核実験被害者の調査を行いました。か  

れらはーモルロアと私たちJという本を出版しました。それは，社会的およ  

び医学的影響についての研究です。   

30年前，フランスが核基地を設営したとき，それに賛成したのは．5人  

の議会常任委員のうちたった3人でした。その日からすっと．その他の委員  

は抗議し続けてきました。賛成した人びとは，フランスが「賛成すれば＼人  

類の進歩に貢献することになる」と言ったからなのです。そういうやり方で  

かれらは核美顔をもちこんだのであり，それが実際にど8）ようなものか説明  

しなかったのです。   

人びとの目に映ったのは，モルロアやファンガタウファで現実に起こって  

いることではなく．海を越えてやって来るたくさんのフランス人にとって必  

要な病院，新しい空港．学校などの建設でした。指導者たちは「そ・うだ．そ  

れはいいことかもしれない。わたしたちの国が発展しているのだ」と言いま  

した。しかし．かれらは．核棄飯場で何が起きていたかを，決して知らなか  

ったのです。ふたつの島で働いていた人びとは，外界との接触を絶たれてい  

ました。今になってようやく，生まれ故郷の島に帰ったとき．かれらの乎ど  

もたちに現れた問題－「奇形」●を見ることになったのです。   

金を使った白人同化政策  

核の植民地主義は．マオヒの人びとの生渥を不安定にし．フランスへの謳  

済的文化的依存を生み出しました。こうした依存を碗けていくと，最終的に  

は自己決定を拒否するという政治的選択につながります。それは統合をすす  

める「白人同化政策」です。しかしながら．過去30年間にわたって独立運  

動は成長し．今日タヒチの較治勢力捻大きくふたつに分かれています。一方  

は独立をめざし，もう一方はフランス支持．すなわち現状維持派です。   

植民地議会は41議席あり，独立派はそのうち11譲席です。ですから昨年  

の選挙では投票者の35％が独立を支持しています。しかし，そのことを現  

在の流れの中でみていかなければなりません。不正選挙が行われたのです。  
フランス領ポリネシア全土で，1すべての島で．すべての環礁で，そしてすべ  

ての村で．フランス支持の政治家たちによる選挙への政治的圧力がありまし  

た。住民へのテロが行われました。   

フランスは住民を金で買収しました。フランス領ポリネシアが独立するな  

4占  47   



フランスは．若い人たちの支持と沈黙を買うための現実的物質的手段を持っ  

ています。それによって，タヒチの若者たちに．他の太平洋住民たちよりも  

高水準の生慧を与え，怠惰な生活を買うことを可能にします。このことは著  

・看たちの心に混乱と矛盾を生じさせます。かれらは周囲で起こっていること  

や，自分たち自身のことを本当は思いどおりにできないということを知るこ  

とはできますが，同時に．フランスの与えてくれる物質世界は，このように  

比較的快適でもあるわけです。ですから．わたしたちにとってのたたかいは  

東チモールでのように．軍隊によるきわめて強圧的な支配に対するものとは  

違っています。フランスはタヒチが独立国であるかのように．わたしたちに  

思わせる体制を作りあげました。フランスは．お金，心理的圧力．その他あ  

らゆる文化を使って，大衆の心を買うのです。   

国際的なレベルでのわたしたちの仕事は，世界中の人びとに．独立は住民  

の権利だと確信させることです。フランス自身が合意した国連宣言の義務を．  

フランスが果たすように．国際的なキャンペーンをしなければなりません。  

国連総会は．「先住民族の10年間」（1994～2004年）に植民地主義を根絶  

する，という決議を採択しました。   

わたしたちマオヒは，民族として生き残るための資源と能力を持っている  

と確信していますが，現在その資源は，民族を維持する方向に使われてはい  

ら．すべて引き払ってしまうと言って脅しました。親切な後援者のような頗  

をして．こう言いました。「おまえたちは無秩序の社会に後退し．内軌こな  

るだろう。東チモールをみろ。太平洋諸島で起こっていることをみろ。われ  

われの傘の下から抜け出したらそれと同じことになるのだ」   

実際にtま，フランスが過去30年同推進してきた体制は失敗しており．人  

びとは自分たちの国を将来どうしたいかということを考えなければならない  

ことを細っているのですこ今では独立は脅威ではなく，そうしなければなら  

ない∴必舗だと認識する人びとはますます増えています。領内自治に賛成す  

るフランス聴牌りの人たちでさえ．大多数は核重患に反対ですが．ただそ  

一、→戦ゎ・  

暮らせるからそうしているのです。かれら臥独立した  

を失うことになるのを恐れているのです。  

シご・了 ヨー0■製弘と中国系住民の85％以上は独立に反対ですが．1960年12  

海将14日の垣  帯革1514，および1960年12月15日の決諌1541によると，  

転姓氏旗のみにあります。先住民族だけが，自治決定権，お  

であるかを認識する．奪うことのできない権利を持って   

先住民族社会がある独立国家に統合されるかどうかの決定にあたっては．  

その選択は完全に民主的なものでなければなりません。なぜならその選択は  

他のだれでもない，その先住民族社会白身によって表明されるべきものだか  
らです。他の国家への吸収か．独立国となるの机 または自由な連合である．  

かどうかということは，問題ではありません。重要なのは，その決定が，そ  

れに南中る先住民旗白身による民主的決定であることです。フランスの都市  

が両様に自治に関する投票権を与えられるとき，それらは自動的にフランス  

を支持する洩票をすることになり．自治権は満たされません。   

人びとに白皆の独立と主権の重要性を確信させることが必要です。未来の  

世代が何ひとつ，自分の国さえも，失うことのない．主権をもった新しい国  

を建設しなければならないということを理解できるように，わたしたちは人  

びととともに学びます。   

アイデンティティの回復と独立を  

わたしたちは．独立運動を担う．新たな若い活動穿たちを育てています。  

ません。マオヒにとって最初に  

達成すべき段階比丘旗本来の  

姿．アイデンティティを取り戻  

し．独立を団復することです。  

注  

＊ブーゲンビル 彼のタヒチ行きは  

1766年頃と思われる。rモルロアの  

証言J（次貫参照）176貫に軋「フ  

ランスがモルロア環礁で核実験を開  

始した1g88年はブーゲンビルが  

一理想郷の出現j と唱えてから200  

年目のことであった」と記述されて  

いる。   

テ・アオ・マオヒ‘羊ついては、次  

貫の本も参考にされたい。  
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豊嶋博光替、平和博物館を創る金橋 r飽ほれる星・地球－ひろがり行く核汚染』  

（平和のアトリエ，1995年）  

グリーンピース・インターナショナル腐，淵偲朝一訳rモルロアの証言』（グリーン  

ピーン・ジャパン，1991年）  

命を織る，マオリの女性たち  
ポーリーン・タンギオラーアオテアロア・ニュージーランド  

幼いころの記憶  

わたしたち（ロンコマイウヒネ）はニュージ  

ーランド北島の東海岸にあるマヒアという呵で・  

暮らしています。そ・こにはもの静かな力強い女  

性がいく人もいて，わたしの人生に大きな影響  

を与えてきました。   

マラ工（マオリの人びとの宗教的な集会場）  

ではそういう人の膝にのせてもらって，毛布を  

かけて座るのです。トイレに行こうとして立ち  

上がったりすると，お下げを引っ張られて引き  

戻されてしまいます。タンギハンガ（お葬式）  

などの大きな儀式の流れを暫〕てはならないか  

らなのです。お年寄りと「終にいるといつも囁  

かで心地がいいものですし，お年寄りに支えら  

れながら成長するのはいいものです。お年寄リ  

t丸 わたしたち自身が何者であるかを▲ そして  

また正しいと思ったことのためにわたしたち自  

身が立ち上がることができるのだということを  

敢えてく 

くなれるのです。わたしの父はタンギハンガが  

あるたびに，故郷マヒアのトウアフル・マラ工  

さんご磯の模式固   

露■し′う （王）裾塙  

に連れて行ってくれました。いろんなことがカ  

イウクやマハンガそしてオポウタマといったマラエで行われていました。わ  

たしたちが住んでいたのは小さな半島でしたが．たくさんのマラ工があり，  

いつもどこかのマラエで伺かが行われていました。   



わたしたちが暮らしていた海辺かう少し奥まった土地での戦争の話やウイ  

サぶ カレモアナでパケハ（ヨーロッパ人）がテ・コーチイ・りキランギを薮に追  

い込んだ話を若いころ闇きました。テ・コ丁ティは土地を取り返そうとした  

のですが，白人は彼のことが邪魔になってレコフの牢屋に2年間ぶち込んで  

しまいました。マヒアでは予言者のトイロアがこの地域から「手が挙げられ  

る」であろうと言っていました。そ・れはテ・コーティガレコフから戻ってリ  

ンガトゥ＝の宗教活動を始めるずっと前のことでした。   

多＜のマオリの男たちが海外へ出かけ，第二次世界大戦で殺されました。  

「ああ大事な命を無駄にしてしまった。なぜ戦争なんかするのだ」と血のつ  

ながった着たちは嘆くばかりでした。   

同化の危機  

柑50年代後半になると気にかかることがいろいろ起こりましたが，子ど  

もに辛がかかって．あまり時間は取れませんでした。大きな心配は太平洋で  

行われる核実靡でした。それが続けばこの土地や海はどうなってしまうので  

しょう机わたしたちは水をとても大切に扱ってきました。料理をする暗も，  

飲む時も．そしてお風呂に入る時も，必要以上には使いません。当時の報告  

には，核棄厳による土地と水への汚染はまったくないと書いてありませんで  

した。そ・れで十分でした。これは考えなければなうないことだとわかりまし  

た。′  

1960年代始めには「自己決定」ということが重要な課題でした。マオリ  

の社会とは異なった社会に同化させられていっているということに気付き始  

めていました。そこでわたしたちタウマラヌイのマオリは「マオリ■教育基金」  

を立ち上げました。政府はこの基金と同じ額を出してくれました。   

アピラナ・ガタ卿（2）は「パケハからもらうものがあっても．マオリのも  

のを手放してはいけない」と言っていました。1960年代にはマオリはあま  

り多くのものを持ち続けていない－わたしたちはずいぶん多＜のものを失  

いつつあった－ことに気づき始めていました。「マオリでいなくてもいい  

じゃない机この国ではみんな一端なんだから」という発言はすいぶん乱暴  

な押し付けでした。   

わたしの手どもはほとんどマオリのための奨学金で教育を受けましたが．  

それは積極的に働きかけて認めてもらう  

ということでした。亨どもの教育のため  

にプ窄エ 

ということによって．マオリとしてわた  

したち自身⑬寧の申でどういう立場摩と  

ったもの飢1空托1．愚考えさせられました。  

首㊥結果わたしはマオリ女性福祉達男に  

いっ号う係わるヰうになっていきまし  
．
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藻取南 マオ       秦 翠建に肘  
l  

リ票督してマオリにま  
一 項b肇㌍乳濁㌦－  

1ご‥ll■ と止も良いことでした。ウイタンギ集約（3）に基づいてマオリの自決組ま認  
められていますが，それはまたマオリを取り阻む人びとをも利することにも  

なるのです。人が環境を所有しているのではなく．人は環境の中で暮らし将  

来のために環境に注意を払うのである，ということを多くの人たちがわかり  

始めています。   

わたしのファナウ（家族）－（生きている）わたし自身の8人の子ども  

と6人の章子．それにた＜さんのモコブナ（孫）とグレート・モコブナ（ひ  

謡）・そしてファンガイ（家族の一室引こなった写ども）－のおかげで多くの  

課題解決に取り租んでいくための力をもらいました。これからの人びとが結  

果を判断し評価をしてくれるでしょう。   

土地を守る女性たち   

19ワ0年代にはワイタンギ条約にいっそう注目が集まってきました。  

1975年には北阜の最北端から始まって議会のある南端のウェリントンまで  

を碓節する土地権復活要求のランド・．マーチ［大行進］がありました。こう  

して土地問題を扱ったことでマオリは生き生きし始めました。土地にからん  

でありと串らゆる岡扁が表面化しました。ラグランの自分の土地を守るため  

にたたかったエバ・リカードのことを忘れないようにしよう。モエ・マイ・  

工・ファエア（魂よ，安ら釧こ）。土地を守るために彼女が放った炎は国中  
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とつに子どもたちに自分たちの歴史を教えるということがあります。親たち  

が学んで知っていると患っていた歴史とは違う歴史を教えることです。   

土地間組は今も起こっています。虚マキ・マカウラウ（オークランド）の  

パスティアン岬がその典型的な例です。ガティ・ファトゥアの人びとからオ  

ークランド市民のためにと．土地が譲渡されました。そこはきわめて高価な  

土地であるため，売却すれば膨大な収益になると当局は判断をしました。そ  

のようなことをする正当性がどこにあるというのでしょうか。カイ（「食べ  

物」の意のマオリ語）を届けたのに悲しみが生じてしまいました。その土地  

売買に反対をしてパスティアン岬を占拠した人びとを支援する他に何かでき  

ることがあるでしょうか。マオリの人びとの力でこれを止めさせることがで  

きましたが．これはずいぶんひどいことでした。呵の一般の人びとは「また▲  

マオリのやつらが土地を取り戻したがっている！」という理解でした。   

こういった問題をいかに敬えるかについては正直でなければなりません。  

フアンガヌイ［今日では一般にワンガヌイと呼ばれている］市当局が管理し  

ていたパカイトレという土地の返還を要求して，そこを占拠したことがあり  

ました。しかしながらほとんどのニュージーランド人は新局で読んだことを  

う巧 鵜呑みにしたことでしょう州。   

重なり合うさまざまな問題  

もうひとつの大きな課寮は環境です。畑へ多量の肥料をまいたり．舶底の  

汚水を海洋に廃棄したりするなど，わたしたちはあまりにも多くの毒をアオ  

テアロアの水路や海洋に吐き出しすぎています。そしてそれが破壌の原因と  

なっています。社会的合意がないままに切り倒されてしまった森林は松林に  

変わりつつあり，その松はアジアの市場に輸出されているのです。よく考え  

倒ナればならないことなのに，製材もしないで丸太のまま輸出しています。  
それで，港には丸太が積み残されたままの状態になっています。木を植える  

のであれば．もとの森林をよみがえらせるような在来種の再植林をして．生  

態系を長期的にみていきたいものです。   

それに植物相と動物梱の問題もあります。デル・ウィホンギによって始め  

られたWA1262（5）はウイタンギ審判（6）にも先行するものです。それは政  

府が手をつけたくない事柄です。なぜなら全世界が注目をしており，政府と  

墾智無塵無塵槻晒聯縄  

に広がり．マオリの土地返還を求める大きな動きとなりました。   

ガネコ・ミンヒニッウは長年にわたって彼女の土地全体に在来種の木を植  

えることで，裏にある製鋼所からそこを守るたたかいを続けてきました。そ  

の製鋼所が件られた時に彼女の祖先の遺骨はブルドーザーでむちゃくちゃに  

されてしまったのです。こういうことは忘れ難いことです。家族にとっても  

彼女にとってもそこに居兢けるのは大変なことです。最近彼女はストーンフ  

ィールドに下水曹を適すという冒とく的な計画に衆目を集めようとしていま  

す。ストーンフィールドはアオテアロアでは最も古いとされる集落で，イギ  

リスのストーンヘンリに相当するものなのです。   

パリハカの土地押収タイヌイやタウランガそしてプレンティ湾などのラ  

ウバツ（政府がマオリの土地を非合法的に取り上げたこと）といった初期の  

土地押収に係わること乱撃枚の歴史では扱われていませんでした。ジュリ  

ア欠・シーザー 【紀元前100～44年，古代ローマの将軍・政治家】やマタ  

ナ・カルタ【大憲章］については学ぶものの，今日に至るまで子どもたちが  

自分たちの歴史を学べないでいることは悲しむべきことです。新たに次の千  

年紀に入るにあたって，わたしたちが立ち向かわな‘ナればならないことのひ  
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マオリとの闇でどのような結論を得ようとも．それが全世界の生物多様性に  

関する法に影響を与え．まただれが麺物相や動物相の哲理の隻任を取らなけ  

ればならないかを明らかにすることになるからです。   

開署をひとつひとつ別々にはできません○どの岡里も重なり合っており．  
織物のようになっているからです。マオリは，あらゆるものがホリスティッ  

ク［有機的につながりあっている］な弼の中にあるという世界観をもってい  

ます。あるものを引っ張れば．それは他に影響を与えるのです。  

お金では解決しない   

漁業問題は人びとの苦悩の種でしたが．1980～90年代になると大変な金  

額の間男となりました。北半球の漁場がだめになると．漁船がやってきて乱  

獲するので・中には相済し華かっ耳噂鱒も卒押すぶ・ヤの魚の数が戻るか  

どうかはわかりません。198ワ年から88年に釧ナてマオリ協議会（ワ）は政府 、■  

に対して「【ウイタンギ集約に書L、てあるように］漁業権をもっているのは  

マオリだ」と訴え，順詭ではありませんでしたが裁判が行われ突然1992  

年にわたしたちはウェリントンのマオリ局に呼び出され．シーロード社との  

同意文書を提示され署名を求められました○わたしは立ち上がって次のよ  

うに言ったことを覚えています。「それはでき凱1。だってマオリの人びと  

とこのことについて話し合っていないのだから○署名をするなんてできない  

話だ。ロンコマイウヒネは手打ちなどしません」。マオリの人びとには何が  

行われているかは知らされていませんでした。わたしたちマオリがわたした  

ち自身の人びとに誠実であろうとするならば，その権限をだれか他の人に渡  

してしまうことはできまセん○多くの人がこの決定に憤慨しました。ティペ  

ネ・オレーガンにの件の諷停者］もそこにいましたが，だれかが立ち上が  

ってマオリを代表してものを言わなければならなかったのです。   

そこから出てきた時に－わたしは世界中を回ってこんな取引きはあっては  

ならないということを政府に知らしめてやろうと心に決めました。マオリの  

人びとの半分もこれには同意をしていないのですから。わたしは英連邦の事  

務総長と英国議会の上院議員に会いに行きました。国連人権委貞会にこの間  

題を調査するように頼みに行った人たちもいました。   

この話し合いのなかで，シーロード社の株を半分買い喋って多国籍椒引に  

係わってい＜こと軋マオリにとって良い提案だというふうに言われました。  

しかし，とどのつまりはマオリをはじめとした世界中の先住民族を押さえつ  

けているのが多国籍企業であるというのに．わたしたち自身が多国籍企業と  

なって取引きをするのが良いかどうかを自問してみる必要がありました。シ  

ーロード社は教育のためにマオリに奨学金を用意すると言いました。その他  

にもあれこれ提案はありました机問題はそこではないのです。多国籍企業  

はわたしたちからものを買い上げて，わたしたちをどこへ連れていこうとし  

ているのでしょうか。加工舶は永続可能な漁業をだめにしてしまうだけなの  

です。  

先住民族の人びとの復活に動き始めた以下の人びと，およびモーリス・グ  

レイ牧師（8）と彼の周辺の人びとの支援に感諭しなければなりません－  

かウヒネ・トア【戦う女たち】，ガ・クマ・トア【若き戦士たち】，ウイタ  

ンギ・アクション・グループ，1970年代に非職独立太平洋連動に係わって  

いたティテファイ・ハラウイラ，パケハ・ワイタンギ条約行動委員会。   

カと志を持ち掛ナる  

マオリは偉大な議織りです。わたしたちの歴史のなかの糸をみると献身的  
なパケハがいることがわかります。その人たちはことが成るように方策をも  

ってその場に居合わせてくれたので．わたしたちの歴史に織り込まれてい尋  

のです。真実を求めるためにパケ八白身に問いかけをした人たちに，ヘレ  

ン・ヅェンセン，ジョーン・マクドナルドそしてケイトデュースがいます○  

今行われている取り組みはまだまだ続きます。マナ・モトウ八ケ（マオリの  

土地と資源を自分たちで管理するための決定権）はこれまでにもまして明確  

に打ち出されこれかうも受け継がれていきます。コハンかレオ（マオリ  

語の学習センター）とクラ・カウパパ（マオリ語だけによる総合学習センタ  

ー）が設立されたことをみても，マオリは前進する機会を得始めています○  

ことに過去2～3世代にわた‘って都市部で暮らしてきたマオリにとっては．  

これは大事なことです。   

力がありかつ献身的なあふれんばかりの若者がいて，名前をあげるのが難  

しいくらいです。ヒルタ■ホークヤードリ＼ラウイア，ジョセフ・テ・り卜，  

アネlソトサイクスはそういった若者の代表的存在です。モアナ・ジャクソ  

㌦
i
 
叫
r
け
■
■
ト
■
．
 
 

56  う7   



ン．タリアナ・トゥリア，ピーター・シャープルズそしてメレアナ・ビ、ソト  

マンなどはそんなに若＜はないだけに知喬をもっています。この章はこうし  

た人たちに捧げられています。  ニュージーランドの先住民族（ポリネシア系：起源はアジア大陸であ  

り，モンコロイドである。なお．ミクロネシア系やメラネシア系も同様  

である）。クック諸島ないしソシ工テ諸島あたりから9～10世紀頃に移  

住し始めた。主として採集狩猟生活を営んでいたが，14世紀半ば以降  

は北島では農業が行われるようになった。社会は部族単位で，址族を越  

えた敢治統合はされないまま．1ワ世紀半ば以降ヨーロッパ人との撥触  

の時期を迎えた。  

ヰア・カハ，キア・マイア．牛ア・マヌウヌイ  

（力を蓄えなさい．志を高く持ちなさい．そしてそれを持ち続けなさい）  

注  

く1）リンガトウ 「リンガ」は手，「トウ」は立つを意味する。テ・コーチイは捕囚  

の間に聖書を読み1自分をユダヤ人と重ね，ニュージーランドをシオンの地（エノウサ  

レムの丘でダビデの宮殿があった壌所－ユダヤ教の空地。神の国・理想国家の意味  

にも用いる）とみなした。1893年にテ・コーティが死亡した棲も、彼の解釈による教  

義は連行され．マオリのキリスト教会としてリンガトウ教会が1938年に成立した。  

（2）アビラナ・ガタ卿1874－柑与0年。大学を卒業した最初のマオリで，ヤング・  

マオリ党に影響を与えた学者である。1905年から38年間国会議員を積めた。  

（3）ワイタンギ条約1840年2月6日北島のワイタンギでビクトリア女王の代理ホ  

ブソン大佐と50名鑑のマオリ首長との聞で締結された集約。  

第l集 ニュージーランドの主権をイギリスに譲渡する。  

帯2条 イギリスはマオリの土地．森林．漁場に対する権利を謎め，これを保障  

する。ただし土地の亮知はイギリス政府へのみとする。  

第3条 マオリにはイギリス国民と同等の権利を与える。   

英清からマオリ語への翻訳はかならずしも正確に意味が伝わるものではなかった。  

このようにイギリス政府の一方的な姿勢が目立つものの，条約によって得られるもの  

への期待からマオリはこれに調印した。しかし締厳から10年はど経つと、この条約は  

鯉祝され始め．保障されているはずの権利や土地が奪われていくことにマオリは危機  

感をつのらせた。  

（4）新開はマオリに対してかなり否定的な立場をとっていた。  

（5）WA1262 ワイタンギ曹判所が始められるより前に．植物相・動物榔こ関するマ  

オリの知的所有権を主張した。   

（6）ワイタンギ審判所 ワイタンギ条約は守られず．パケハによる土地収琶が続いて  

曹た。こうした土地問題などに関する請求が妥当かどうかを審理するワイタンギ審判  

所が1977年に設置され．条約に沿った歴史の見直しがなされるようになった。当初曹  

理の対象は1975年以降の事例に限ら・れていたが，1985年には1840年までさかのぽっ  

て連用されるようになった8  

（7）マオリ協教会1962年にマオリ礪祉法に基づいて作られた組織でt各地のマオリ  

の代表から成る。政府磯瀾と連携してマオリの法的社会的閏月應㌍り扱う。  
（8）モ一ノス・グレイ牧師1954年～。南島出身で先住民族の椙利を強く訴えている。  

ラム・・非核アオチアロア．・ニよナ半丁ラン 

オーストラリ■ア・ニュニッ⊥ラ■ンド・アメリカ合州国安全保障集約  

（ANZUS＝アンザス条約）は共産主義の南太平洋への浸透の可能性に  

対抗する名目で1951年9月に締結された。しかし．オーストラリアと  

ニュージーランドの現実的な認識はむしろ．アジア太平洋戦争後の日本  

への警戒心一日本の再軍備の同語一にあった。このアンザス条約の  

もと，合州直の潜水艦や戦艦がアオチアロア・ニュージーランドに寄讃  

していた。   

ワ2年からワ5年までの労働党政権は非核政策を打ち出した。しかしそ  

の後83年までに，合州国の核搭載艦船が平均15カ月に1度の割合で寄  

港した。81年に国会議員になったばかりの労働党のヘレン・クラーク  

（現首相）は，北大西洋条約機構（NATO）諸国の中でもデンマークと  

ノルウェーが，そしてワルシャワ集約加盟国のルーマニアも．核兵器を  

領土内に持ち込むことを禁じていたことを指摘していた。83年までに  

非核連動は国民の広範な層を巻き込むようになり，人口のおよそ半分の  

人たちが非核要言をした地域で暮らしていた。この年のヒロシマ・デー  

にはオークランドでは5万人が集まった。   

国民党のマリリン・ウォーリングが，外交問題や国防政策では政府真  

に粟を投じないと通告したことが引き金となって84年に総選挙が行わ  

れ．デイピット∴ロンギ率いる労働党が政権の塵につき．翌85年には  
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核艦舶の寄港が禁止され．非核法案が提出された。この法案は8ワ年に  

成立した。   

この国の人びとは，核兵器で守ってもらいたくないと考えていたので  

あって．反合州国でも反ANZUSでもなかった。しかし，この理性的で  
穏健な姿勢に対して合州国軋 ANZUSからアオテアロア・ニュージー  

ランドを除名するという過剰反応で応えた一合州国が最も恐れたのは  

この動きが日本に飛び火することであった。90年には国民党が政権を  

取ったが，ますます広がる国民の非核意識を無視できず，「非核法支持」  

を党大会で決めた。アオテアロア・ニュージーランドの非核は国産とな  

り，95年のフランスの核実験再開に対してはフランス駐在大使を本国  

に召喚するなどして明快な意志表明をした。   

非核法成立以前は，日本を出た合州国の艦舶がアオテアロア・ニュー  

ジーランドに寄港することがよくあった。しかし，成立後はそれがまっ  

たくなくなり，連合王国（イギリス）の艦船も寄港していない。  

「核兵器の存在がないと保証できないならば．寄港の許可は出せない」 ′  

というアオテアロア・ニュージーランドの方針と同様の趣旨の決議を，  

すでにワ5年に神戸市議会が行っており．乗積をあげてきた。近軋高  

知県や函館市など．同様の姿勢をとろうとす各自治体がでてきているが，  
日本政府は外交問題に地方自治体はかかわるペきではないとして，こう  

した動きに圧力をかけている。   

以下の本も参考にされたい。   

ギル・ハンリーほか亀楠瀬佳子・近藤和子訳F写真集原発と核   

のない国ニュージーランドj（明石書店，1993年）   

デイビッド・ロンギ各 国際非核同君研究会訳『非核－ニュTジ  

ーランドの選択j（平和文化，1992年）   

斎藤達雄「太平洋国家として－そして反核の推進国として」陀，   

つと知りだいニュージーランドJ（青柳まちこ編，弘文堂，199ワ年）  

世界初の非核憲法  
イザベラ・スマングーパラオ共和国（ベラウ）  

核戦争はいらない   

19ワ9軋パラオの人びとは世界初の非核憲  

法を起草しました。それ以来わたしたちは．パ  

ラオを植民地化・核基地化しようとするアメリ  

カ合州国政府の画策とたた机1続けてきました○   

わたしたちは．1946年に国際連合が合州国  

にここの統治権を与えてからずっと，その支配  

下に置かれてきました。合州固はパラオを独立  

させ．電気を敷き．病院と学校を建てる義務を  

負っていました。かれらはその責任をおこたり，  
首都のコ0一にしか水道と電気をもたらしませ  

んでした。アンガウアーとペリリュー島だけに  

道路と滑走路があります。それも．第二次世界  

大戦のときにそこに敷かれたからある，という  

だけのことです。  

1960年に，合州国の大統領であったケネデ  

ィはミクロネシアの島々に調査団を送り込み．  

どのようにパラオをはじめ他の国々を支配し続  

けることができるかを調べさせました。そのソ  

ロモンレポート臥「原住民」たちは漁とココ  

ナツと自分たちで栽培している食糧をもとに自給自足の生活をしていると述  

べたうえで，わたしたちの自立した生活を破壊する方法を合州国政府に次の  
ように報告しています。すなわち．お金を与えればお金のとりこになり独立  
に不安を覚える（独立すると援助＝現金収入がな＜なる）ように仕向ける，  
ということです。   
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合州国救府は．われわれの島々を「発見」したスペイン人やわれわれの島   

を買い取ったドイツ人われわれの烏を取ってしまった日本人のような他の   

掴民地主蒸着たちとは違っています。台州国は人びとの意思によるのだとい   

う幻想を演出したかったのです。だからわたしたちを操らなければならなか  

ったのです。  

19ワ9年．92％の人びとがわれわれの憲法を支持する投票をしました。そ   

の無法に札ワ5％の人びとが同意しないかぎリバラオにtま核兵器は持ち込  

．－め凱1，と、L疹癖醸項川がありました。わたしたちは核兵器も原子力も  

・”し「こ  

って議員たちは「この協定はそれほどお金をもたらすものではないのだ」な  

どと育っています。しかし．わたしたちは投票をし，パラオ救府はこの国に  

核兵憩を持ち込むに必要な75％の人びとの承認を受けることができなかっ  

たのやす。わたしたちはこの協定に反対して10国も投票をしましたが，つ  

いに11国目にこの協定は通ってしまいました。わたしたちは協定に反対し  

て何度も伺度も投票し続けたのです。わたしたちは「反対だ」と10匝lも言  

ったのですが，かれらは「反対」は答えとしそ受け取ろうとしませんでした。  

そしてたった一度「賛成」となるとそれを受け入れたのです。合州国の民主  

主義というのは，都合のよい答えが出るまで投票させ続けることなのでしょ  

う。そ・んなのは民主主義ではありません。少な＜とも人びとは10国「賛成」  

の投票をしなければならないはずです。  

198ワ年に行われたこの協定に対する投票は．港済的な抑圧と暴力の支配  

下で行われました。政府は街灯を消し．電気の供給を断ち．水道を止め，政  

府磯闇の労働者を解雇し「この協定を受け入れなければこのような状況にな  

るんだぞ」と言いました。パラオの人びとは政府からもらえる収入の他には  

手に入る収入はあまりありません。そしてその政府のお金は，合州国の助成  

金によってまかなわれているのです。それ以外にお金の出どころはまったく  

ないのです。ですから合州団はたいへんな力を持っているのです。   

わたしは自立というものをタロイモ畑［沼地】でほかの女性たちと一緒に  

働く中から見出しました。「政府のことなんか心配しなくてもいいのよ。あ  

の人たちこそ電気コンロやエアコンや水掛土偶れてしまっている人たちなの  

よ。あの人たちこそ困るんだわ。見ていらっしゃいよ。今に戻ってくるから」。  

この女性たちは朝早くタロイモ畑に出かけていき，そこでタロイモ（2）■を料  

理し．そして夕食を家族のもとへ持っていくのです。これらはより歳のいっ  

た女性たちです。この人たちは自立とは何であるかを覚えています。わたし  

は祖母とともに育ち，彼女はそういったことを敢えてくれましたム学校へ行  

き，ここを離れたこともありますが．それでも自立とはどのようなことであ  

るのかがわかる感覚を持っています。しかし今，合州国は言うのです。「今  

あなたたちが耕しているこの土地は．こちらがほしい時はいつだって取り上  

げられるんだ。いつだって，どのような規模であれ何の自的であれ．それが  

軍のためであれ核のためであれ」  

＿．響 わたしたちは第二次世界大戦を生きぬきました。  

ど持ち込んでほしくなかったのです。わたしたち  

昏の将来徳富び取る権利があると信じていました。合州国はすくに  

ょ  

こ 

した．しかし，再び非核でいくべきだと投票したのです。そしてこの憲法は  

1981年に施行されました。  

強制された「賛成」投票  

協定（これは核兵器と軍事基地を受け入れる内管を持っていました）が初  

めてパラオの人びとに紹介されたのは．1983年のことでした。合州固め害  

いなりになっていたわれわれの政府は．この協定をすすめていました。パラ  

オ政府は．こぬ鹿定はわれわれに多額のお金をもたらすと苦いました。しか   

しそれはうそでした。この協定以前にlよ  

わたしたちは合州国から援助を受ける資  

格があったのですが．協定が実施に移さ  

れると．この援助はなんと逆に減ってし  

まったのです。・パラオ政府は．この協定  

はパラオ始まって以来のすばらしいもの  

であるとさんざん萱伝をしましたが，こ  

の協定に何が善かれてあるかについては  

まったく□を閉ざしていました。今にな  
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票を強制されたからです。パラオ政府は協定が単純週半数で可決できるよう  

意法の規定を75％から5196に修正してしまいました。ワ5％という規定を変  

更するのに，ワ5％の承認ではなく51％だけの承認でもって可決してしまう  

とは，まった＜信じられないことでした。そのころまでには裁判所の裁判官  

たちも．わたしたちに敵意を持つ人たちに替わっていたのです。  

1994年，わたしたちは再び訴訟を起こしましたが，パラオで時わたした  

ちを弁護してくれる弁護士は謹もいませんでした。それはたいへん危険なこ  

とであったし．わたしたちもお金がなかったからです。わたしたちは合州国  

の弁護士を雇いましたがうまくいかず，途中で断りました。そして．わたし  
たちはパラオで上訴することも．ホノルルで訴えを続行することもできな＜  

なりました。．訴えは取り下げられ．協定は通過し，1994年10月にパラオは  

独立を宣言しました。実にみじめでした。もし．わたしたちが全力を尽くし  

ていたにもかかわらず∴裁判所がわたしたちに敵意を持っていて．それが原  

因で負けたというのであれば，まだましだったかもしれません。しかしわた  

したちは負けました。わたしたちの主義主張が誤っていたからではなく．弁  

護士たちの全面的な協力が得られなかったからこそ負けてしまったのです。  

わたしはいまだにそのことで非常に悩んでいます。   

急変した島  

たった1団の「イエス」机 少なくとも50年．もしかすると永遠に，わ  

たしたちを合州国の軍事薗に引きずり込んでしまったのです。協定は合州国  

に，軍事基地の建設と核搭載可能艦船・航空機を持ち込む権限を与えていま  

す。合州国は60日の事前通告によってどの土地でも堰収することができ．  

そしてその土地は合州国に与えられなければならないという規定になってい  

るのです。そしてその嘩所は合州国が好きなように変更して使用でき，もう 

用済みになった時点でももとに戻す義嘩もないのです。合州国政府はパラオ  

と合州国の環境政策や規制に従うと約束していますが，それすら合州国の大  

統領が取り消すことができるしかけになっているのです。   

合州国はマラカルハーバーがほしいのです。そこは太平洋で，またパラオ  

で最も漂い潜なのです。戦略上．パラオはフィリピン（かつてそこにあった  

ふたつの合州国軍基地とともに）とグアム（空軍基地と過侶基地）とマーシ  

大統領を相手に起こした裁判  

この協定が承認されるには．パラオの下院と上院で3分の2の票を得なけ  

ればなりませんが，それは決して実現しませんでした。しかし，わたしたち  

の大統領は，協定を批准しそれを合州国夫統領のレーガンに送りました。レ  

ーガンはそれを批准し，そしてそれは合州昏の議会に送られることになりま  

した。そのとき24人の女性たちがパラオの大統領を相手に訴えを起こしま  

した。大統領が覚法の規定に基づかずに協定を批准したからです。それは  

198ワ年のことでした。彼女らの行動に対してご政府機関を解雇された労働  

者たちが彼女らの家をまわり．訴えを取り下げないならば殺すといって脅し  

をかけました。かれらのほとんどはドラッグ［麻薬】の入った飲み物を飲ま  

されていました。かれらは銃を持ち，撃ちまくりました。かれらは「9月8  

日永遠に眠る」と書いた看板を出したりしました。ひとりの女性の父親が射  

殺され．そしてかれらは弁護士で奉る彼女の兄弟を殺そうとしました。また，  

コローでは大多数の住民が協定に反対の投票をしたため，多＜の家が焼かれ  

ました。かれらはわたしの妹の家に銃弾を撃ちこ軋女性リーダーの家を焼  

き討ちしました。街灯は切られこういったことがすべて一度に起こったの  

です○そして．その後警官たちが女性たちの家をまわり．訴えを取り下げる  

ようサインをさせました。ついにふたりの女性が裁判所に訴えを取り下げに  

行きました。アメリカ人の裁判官は裁判所の外へ出て，男たちが全員鏡を手  

にし．戦闘服を看て裁判所を取り巻いているのを見て．この件は強制のもと  

に取り下げられたものであり，女性たちはいつでもまた訴えを起こせると言  

い渡しました。   

この協定が批准を受けるため合州国の議会に届けられたとき．女性たちの  

リーダーであるガプリエラ・ギルマンが．わたしたちが再び訴えを起こす予  

定であることを話しに合州国へ行きました。到着2日後に彼女が心臓発作を  

起こしてしまったため，わたしが合州国議会で話さねばならなくなりました。  

わたしたちは非常に危険な状況の中で活動しているので，もっと時簡をくれ  

るようにとの要求をしました。1年後．わたしたちは訴えを再び裁半胴‡に持  

ち込み，協定は無効であるとの判決を得ました。わたしたちは大喜びしまし  

たが，それも長くは碗きませんでした。わたしたちはまた．何回も何団も投  
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ヤル諸烏（クワジェリンのミサイル基地）．そして太平洋全体を管轄する司 
令部のあるハワイとの間に位置付けられています。一方で．合州国はその代  
わりとして．パラオに50年間で催済支援として4億5．000万ドル［約520億  

円］を与えることになっています。この協定はパラオだけでは破棄すること  
ができないようになっており．相互の了解に基づくものとなっています○と  

いうことは．終わりのなし1協定ともい昇るのです。もし合州国が破棄を望ま  

なければ．それは永久に続くことになるわけです。   

世界の大企業にとっては．「独立」七はまさに安全を意味することになる  

わけですから，わたしたちの島々は急速に変わ‘ってしまいました。日本人・ 
中国人・韓国人が大きなホテルや工場，ビジネスを持ち込んできています0  
パラオ人はこのような仕事には使われす，それぞれ自国の労働者を連れてき  
ています。外国人労働者がなだれ込み，さらに多くの問題が持ち込まれてき  
ています。フィリピン人が働きにきます。主に縫殻現場と．そして日本人用  
のバーのための売春婦として。このような女性たちは．火山活動と人びとの  

反対・延抗運動の結果閉鎖にいたったフィリピンの合州国軍基地（スービッ  

ク海軍基地とクラーク空軍基地）で働いていた人たちです。パラオには  

16．000人が住んでいましたが．現在ははる別こ多くの人口を抱えています。  
協定が施行されてから，ビルがたくさん建ちました。今のコローの状況をみ  
ると，わたしたちが熱帯の宝石とでも呼べるような島にかつて住んでいたと  
いうこと駄 とても信じられないのです。   

自由と安全を手にするまで  

合州国，連合王国（イギリス）そしてパラオの政府が共謀し，わたしたち  
が協定を受け入れるよう強制したのです。パラオでかつて稼動していた発電  

所は戦後合州国軍によって建てられた火力によるものでした○かれらは新し  

い発電所が必要となり連合王国の建設会社を見つけてきました。合州国政府  
はその発電所をパラオに3，200万ドル【約3？億円］で売りつけましたく後  
になり．台州昏議会の調査により，当時発電所は1β00万ドル【約1ワ億円】  
しかかかっていないはすだということがわかりました）。合州邑政府は協定  
の中に組み込まれている，お金を使う許可を出しました。まだわたしたちが  
協定を受け入れていない段階であったにもかかわらずです。ぞのアイデア臥  

わたしたちを債務に落とし込むことにありました。発電所を購入するために  

合州国政府がわたしたちにお金を貸した時点で．わたしたちはそれを返すた 

めに協定覧成の投票をしなければならない仕組みになっていたのです。合州  

国政府はわたしたちを強制的に協定賛成に投票させるべくこの備鴇を利用し  

たのです。わたしたちは今日でもこのローンを払い続けているのです。   

合州国に対して最も果敢に立ち上がってきたのは女たちです，果たちでは  

ありません。男たちは合州毎の圧力のもとで，どこかに消えてしまいました。  

しかし，女たちが協定に反対して活動をしたとき立ち向かわねばならなかっ  

たのは果たちでした○パラオで，合州国議会で．国連で。椙章は男たちでし  

た。わたしたちの政府はみな男ばかりです。合州国政府が自国のシステムを  

押し付けた法泉ですム抑圧する側はすべて果たちなのです。わたしたち女こ  

そが，乗たちを政治の場に入れるように活動したというのに。わたしたちは  

キャンペーンを張り．1軒1軒まわり，その果たちをパラオの政治の頓に送  

り込んできたのです。伝続的にパラオは母系性社会です。土地と遺産の相続  

に関しては女が決める力を持っています。チーフ【長】である実は姉妹の言  

うことによく耳を傾けなければなりません。チーフは女が選び，そしてその  

手ーフはわたしたち女が支えていきます。もしチーフがわたしたちにとって  

堪えがたい存在になったら．わたしたちはすくにそのチーフをリコールしま  

す。そ■ういったバランスが存在しているのです。わたしが一緒に酒勤した女  

たちは果たちを恐れていません。しかし若い世代の女たちは違います。女と  

しての権利を今主張しておかなければ，わたしたちは母系性社会の文化その  

ものもー鱒に失いかねません。わたしたちは合州国が何をしているのかを．  

もっと世界中に知らせていかなければなりません。核の犠牲で死んでいって  

いる人びとがいます．そして，わたしたちはこの世界がすべての人びとにと  

って安全なものになるよう一式割こ行動していかなければなりません。   

わたしたちの島からはるかかなたに住む人間が，なぜわたしたちの土地を  

取ることができるのでしょうか。なぜわたしたちの小さな烏が．自分たちの  

土地を守るために．世界で最も強大な国家に対して立ち上がらなければなら  

ないのでしょうか。このたたかいはまだ終わっていません。パラオの人びと  

が自由になり．わたしたちの土地ガ軍事的脅威から解かれて安全になるまで．  

たたかし1は終わらせてはならないのです。  
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注  

（1）世界初の非核憲法 パラオ憲法（1981年1月1日施行）のうち1非線条墳は次  

のとおり。  

第2条（主権および最高法規性）  

第3節 国臥安全保障．外交関係を含み．しかしこれらのみに限定されるも  

のではない，主たる政府の権懐は，主嘩を有するパラオ共和国と．その  

他の主格国家または国際機関との間の条約，協約またはその他の協定に  

よ．って委任することができるもただし、かかる集札協約または協定は  

静会の各院議貞の3分の2以上により．およぴこの目他のために全国的  

規模で実施される国民投薬において、綾票者の過半数により，承諺され  

なければならない。ただし．この協定が戦頴に使用される核兵乱有毒  

化学．ガス兵器または生物学的兵希の使用．実験，貯蔵または処理専諌  

めるものである場合には．かかる国展授票において，授票者の4分の3  

以上の承認を必要とする。   

第13条（一般規定）  

第6節 戦争に使用することを目的とした椴兵乱化学兵乱ガスもしくは生  

物学的兵器，原子力発電所冶よぴそこかち生じる廃棄物のような有害物  

質は，この特別な間盈について提起された国民投票における，投票数の  

4分の3以上の明白な承捷がなければ、パラオの領域内において．これ  

を使用し．実験し．貯蔵し，重た処理してはならない。  

（2）タロイモ ポリネシア地域でサトイモ科横軸をタロと呼ぷ。豊平な主食のひとつ  

で、湿地に栽培し仁植え付け様1年で生長し年中収複が可能である。料理法は、土辟  

などの煮沸具で煮たり、地炉で石蒸しにする。丸ごとあるいは石杵でつぶしてペース  

ト状にして食べる（下図参照）。  
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こ一の畠の名称はパラオなのかベ  

ラウなのか。政府の公式声明によ  

ればいずれも使うことができる。  

ただし「ベラウ」ということば自  

体に共和国という概念が含まれて  

いるので「ベラウ共和国」とはい  

えない。「パラオ共和国（ベラウ）」  

が適切であろう。   
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Phon亡作旺06J712・，9う5 E－m叫apan＠Nonuke血iはForum・Org  

ピースデポ（平和珠料協同棚合）  

〒223・005・l神領川県横浜市港北区巽榔汀ヨーヨー1El唐グリューネ102  

pl10n亡：045・5仏・5101p乱監045・5払9907 El－1ail：Pea∝depo【＠y・亡1－1ail・ne．jp  
Ⅶk♭si【亡：h【【p：ノ／w．jGL往PC．Org／p蝕∝depo【／   

プルトニウム・アクション・ヒロシマ  
〒乃，・1411広島県広島市安佐北区白木附市川1673－1ア  

サho押Od＠muc・坤b肌jp  
S椚払血血払l叩両脚（世界逝魔力カドゥを放射能で汚すなキヤンベ「ン）   

●ジャビルカ基金   

〒60‘．8588京都府京都市左京区宕愈木野附137 東都楯準大学統悌館2階 細川ホJF   
究壷気付   
蝕om亡作況；075・702－51ユタ Emil血cllimaru＠m苗y．n亡．jp   
W亡bit亡血【P：／／S札VeIく血Idu・Org／  

●ノーニュクス・アジアフォーラム・ジャパン  

CONT皿（団体避絡先）：   

ヱohld‘I血也r  
P弘dti亡CDnneC【io甲  

C／－P8Mヨ0臥Wirrimal叫Ha11ざC胱k，Weざ【erllAuぷ【柑Iia6刀0，Au5rn胤  
E批Iil：bpul1－1a▲－gu＠』igpol－d・CO▲Ⅵ  

Wb山地’ざl▲ltα▲lad011山b騨e鈷rp耶e“d貼dom（Aot甜D礼），Or  
Di相川l畑l蝕【犯IdSecuriサCel冊e  

C／oPOBox8390，0【au（ahi／Chris［Church，Aotearoa／NewZealand．’  
pll餌亡／Fi扶：寸‘433481353．Em往il；b托＠chdl．Pla量Ier．Org此   

Joi山M払CD（〉l性は  

POBox47，l紳．pom∞nby，Auckland，Ao他rO〟NewZ蝕1皿d．  
Ellla批joanm∝感払kpl乱tlet．gen．n乞   

p祉Ci応cC小皿αr11SR尊OurCeC倒lα¢  

S亡Cr亡【ariarfbr【h亡Nu亡1eⅣFr∝mdlnd亡P亡11d亡n【P且Ci鮎moY亡m亡n【：  

85AmyS【，Toorak，Priva托Ma辻8a払SuY乱，F再i・  
Pl1011e‥十‘79304朗，，Fa℃十‘7”04755，丘m瓜批画弛・001n．巧  
（mo爪【hlymユ伊扇ne：伽ゆ伽助血）   

Wo…哩軌旺ANucl蝕rp代亡旭dI瓜dep創Identp独d取扱血血  
C／089GTea［RusseuS［，London，WCIB3PS，Enghlld・  
Phone：｝的1818092き88（newぎl亡肝rmu乱bl亡．）   

Glllldj品miAl粕∫ighdCo叩Or払do几  
POBox245，JユbiruNTO886，A購mli且．Emユil：mirnr＠top亡nd．00ln・叫   

M∽h山Ieさe隅Ine瓜  

p（さBox581き，E吋，Ma柑11al115hm血タ6野0．  

YbuthToYouthtAHeAIth  

pOBox31玖Mかro，Mn血al＝凛md5，‘960，   

OdlA王事elud  

POBox647，Koror，p乱hu鋸掛㈹．  

T卯i几iHふ娘dm瓜OTe血M細山（p01y此e8王姐ub鮪Ido皿蝕○両  
doMairie血F札a’孔，払a’a，T正札TeAoM抽Ili膵肥Idl恥Iyme血．  

EⅣOpe肌Cemt代払rStll亜銭，Ⅰ爪払rmad“l抽d玉山蝕d仙“lm成鮎Ⅰ凱郎  
pOBoxlさl，3700ADZd5【，Tll亡N亡血亡rland5．  
PI10n亡：十う130‘92ア827Fax：＋3130‘，25‘14  

Elll誼l：eCSiep軌n旺nna．nlWe♭si肥h叩：／／ww．弧tenna・ml／eGiep   

S011血p久d広cp∞pl亡ざ払u瓜d孤d仙  
409Ji20ViewSr，Vie（Oria，8C．CanadaV8WIJ6  
且Ilail：甲p脾叩P仁org  
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あとがきにかえて  
86人（体内被曝者4人を含む）．ウッドル、ソケ環礁の住民15ワ人．合州国観  

淵隊員28人も被曝した。  
マーシャルのこと  

岩崎裕保   

マーシャル諸島共和国（以下，マーシャル）へは．グアム島で1治して翌  

朝8時のハワイ行きのとうーヰに乗る。このヒコ一幸の愛称は「アイラン  

ド・かリバー」・その名のとおリチュニウ（トラツケ）．ポンペイ（ボナペ），  

コス・ラエ，クワジェリンと離着陸を緯り返し，占っ目のマジュローかつて  

R・L・ステイーフンソンが「太平洋の真珠」と呼んだ一に到着するのは夜  

のワ時半過ぎである。そこガマーシヤルの現在の首都である。さんご囁の  

島々が海底で手をつなぎ海面に鏑を別ナたように連なって，まるでネックレ  

スのようになっているものを環礁という。マジュロ環礁は64の「真珠」か  

らなっている。   

◎AquasensesEnvねnrnent81Progr8dng  

アラモコルド．広島長崎に続く4度目の核爆発の地となったビキニの人  

びとは「人類の平和のためだ」・と言われ「全人類のためなら一時島を離れ  

ます」と答えた。島民全員が無人の烏口ンゲリツウに移され後にクワジェ  

リンを経て2年後にキリ（ジャルートとイーボンの閏にある無人島）へと移  

り住まわされた。自然が豊かであったビキニに比べると，だんだん暮らしに  

くい所へ動かされ今人びとはキリを「牢獄」と呼んでいる。数週間で戻れ  

ると聞かされていたビキニの人びとはいまだに帰れ机1まま．望郷の念をつ   

200年ほど前からヨーひソパ人がこの地域を訪れるようになり，マーシャ  

ルは第一次世界大戦のあとドイツから日本に支配者がかわり，太平洋戦争で  

は日本とアメリカ合州国がここで激しい戦いをし，戦後は合州国が支配して  

きた。戦後初の核実験が1946年ワ月1日ビキニ項礁で行われて以来．合州  

国は58年8月までに66国もの核実験をマーシャルで繰り返した。1954年3  

月1日のビキニ水爆実靡くブラボー・ショット）では，日本の漁船（美玉福  

竜丸の乗組員23人全員）が「死の灰」を浴びた。ロンゲラ、ソプ環礁の住民  
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のらせている。この間，1968年に当時の合州国夫統領ジョンソンがビキニ  

の顎全霊吉をしたことを受けて．？3年11月に3家族が帰沸したことを皮切  

りに．139人が戻った。しかしかれらの座内からセシウムなどの放射性物質  

が検出され ワ8年には再びど幸＝を離れることを余儀啓くされた。キリに  

戻ることを拒んだ人びとは．マジュロから射で15分ほどの小さな烏エツェ  

ツトで掌らしている。今では人口は300人ほどになっている。   

アイランド・ホ、リバーの乗客は島に暑くたびに搭乗券を手にしてヒコ一手  

を降りて空港をぶらぶらするのだが．うワジェリンだけは別である。機体か  

ら離れることは許されす，機内でじっと離陸を待つのみである・。キこは合州  

国軍の基地の島である。59年以丸井遣費迎撃ミサイル（ABM）の実験場  

で．カリフォルニアから発射される大陸筒華道ミサイル（lCBM）は30分で  

6，900kmの距艶にあ呑クワジェリン上空に達し．これを迎え撃つという  

「実験」が凛り返きれてきた。ウウリユリンはハイテク基地である。なお，  
■1一しゎ ここの現地喝矧ま壷験の血合上カリフオルニアに合わせてある。   
こうした合州国の政策によってマーシャルは核の脅威に脅かされているわ  

けだが，その代償として国療鱒入の50％以上を合州垣からの援助・基地関  

連収入・補償に頼ってきた。これは合州国との自由連合協定に基づき，基地  

を維持する代わりに年間3，000万ドル（約35億円）由援助するというもの  

で．200▲1年にその協定が失効する－ただし．合意に達しない時臥2年  

間は自動延長されることになっている。クワジェリンのミサイル素顔囁使用  

に対して30年間で2億5．000万ドル（約290億円），その他核実験被曝者へ  

の補償金－その頃は地域によって異なる乳1カ月あたりひとリ50～60  

ドル（約5，800～6，900円）ほどのようである－がある。侶託統治が始ま  

って以来合州国からお金が入ってくる生活を送ってきた。その配分の決定権  

はワシントンにある。核と植民地主義は一体となっている。  

1950年には1万人を少し上団る程度の人口であったが，その後人口は急  

増し始める。合州国から毎年お金がくるようになって自給患済が崩壌してい  

く過程でそれは起こっている。今では総人口6万人のおよそ3分の1がマジ  

ュロに集中している。自損的な生活をしていた頃のコミは放置しておいても  

いすれは土壌の一乳こなっていった○ところが商品経済によってもたらきれ  

たもの一カン．ビン，プラスチックなど－はそうはいか凱1。実際人び  

とが購入する食料の大半はカリフ・オルニアや日本からのものである－こと  

に魚や野菜は生も品数も乏しい。環境の間男も栄養の問題も，根本に核と植  

民地主義がある。   

現在ビキニには30人ほどが暮らしているという。合州国エネルギー省の  

役人，建設業著それにタイピング・プログラムの現地スタッフなどである。  

魚以外の食料はすべてカリフオルニアから持ってくる。海水そして魚は移動  

しているので心配ない，地中のものに触れなければ大丈夫ということらしい。  

ビキニ周辺は核汚染ゆえに半世紀にわたって人手が人らす自然が保存されて  

きた。すでにスキューバ∵ダイビングが始められ，ここを訪れるダイバーに  

は，核に関する理解を深めるためのビデオを見て学習することが義務づけら  

れたプログラムがある。このプログラムはビキニの人びとが自由に使える津  

金の調達として役に立ってはいるのであろうが，はたして．本当に核汚染か  

ら自由な場所として．ビキニは今存在しているのであろうか。また．マジュ  

Dの政府は94年以来，外貨獲得のために核廃棄物処分場の受け入れを検討  

してきた。98年にはこれを受け入れないことを議会が決議したが．これと  

いった産秦がないのであるから．これを受け入れて外貨を獲得すべきだとの  

発想は完全に打ち消されたという保証はない。   

ダーリーン・ケヅユ＝ジョンソンが始めた運動体■Youth To Youthln  

Healthl（青少年保健センター）hは歌やタンスを通じて運動を展開し．出生  

率を下げることに成功した。このことは，YTY［Hが表向き健康問題を扱っ  

ているようにみえても仁本当は心の自立や人びとの誇りといった広い意味に  

おける文化を育むことの大切さを敢えてくれている。また．海洋民族として  

のマーシャル人のカヌー建造の技術も消滅寸前のところで，若者たちへの伝  

承活動が始まっている。植民地化されていないものの中に希望が見いだされ  

る。   

アオチアロア・ニューソーラン．ド在住の石堂良人を通じぞ．ケイト・デュ  
ースと岩崎裕保が知り合い，話をする中から本書の日本語勧訳のアイデアが  

持ち上がり．広島の大庭里美と連絡を取り合って．ここまでこぎつけること  

ができた。本書の価笹を認め∴熱心に取り組んでくれた現代人支社の木村囁  

悪さんなしには，これは成らなかった。浬＜感潮したい。また，過去2年毎  
鼠大阪・梅田のアジアボランティアセンター（AVC．pho．1e：O6－6376－3545．  
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F乱X；06一拍76－35舶）と京都・修学院の関西セミナーソ＼ウス開発教育研究会  

（Pl－…：075－711・21Ⅰ5・．Faxこ075－70ト5ユ56）共催のマーシャル・スタディツア  

ーに参加し・現地でさまざまな交わりを持ったリソヨン・エウネラング．ギ  

フ・ジョ山ン（週刊新聞「マーシャル・アイランド・ジャーナル」編集昆  

亡くなったダーリーン・ケツュ＝ジョンソンの夫）．シャツウ・ニーデンタ  

ール（ビキニ地方政府事務所）・メアリ‥・シルウ（マーシャル・アイランド  

短大の核研究所所長），グうン・ルイス（マーシャル・アイランド短大の核  

クラブ代表），ジュード・サムソン牧師はじめウリガ教会のみなさん．そし  

てインタビューに応じてくださった方々，日本語とマーシャル雷の適訳をし  

てくださった現地の水谷福果さんにも謝意を伝えたい。なお，．マーシャル・  

スタディツアーは本年もワ月下旬を予定し瑚争？AVCからは1999年と  

2000年の報告書が出ている。その他月新た≒さんのふしぎ』139号  

（1996年10月）島田興生（文・写真）・津嘲郵髄）「マーシャルの子ど  

もたち」（福音館書店）・F世界の国ぐにの歴史12太平洋諸副1挽一男，  

岩崎書店・1991年）・「太平洋諸島人刑（太平洋学会鳳三省堂選象  

1990年）などが参考になった。   

なお・原本〟PacificWonlenSpeakOut，・にlま本書で取り上げた以外に，  

ハワイ・東チモール，ブーゲンビル．西パプア（イリアン・ジャヤ）そして  

パラオからもうひとつの報告が入っ七いる。今回の出版練テーマ毎堀の閻頭  

にしぼったので，それらは割愛した。真義の原本は5．000砿そして昨年  

（2000年）ドイツ語ガできて2β00部が出版されている。   

最後に・原爆投下後の広島で＜すぶっていた火が．現在は福岡県星野村の  

平和の広場のモニュメントに移されて燃え続けていることをみなさんに伝え  

たい。週刊『金曜別326号（2000年8月4日）によれば．山本達雄さん  

は叔父さんの書店でくすぶっていた火を故郷こ持って帰り．68年に村役場  

に灯されるまで，23年間守り続けた○現在わかっているだけでも25カ所以  

上に分火されている。海外ではアオテアロア・ニュージーランドのウェリン  

トン市議会が決議をして一95年に植物薗内の灯篭に灯されている・。市の決  

議を待つ閣5年間市長室で灯され続けていたという「  

訳者喩歴   

置鵬楯偉くいわさき▲ひろやす）  

1948年愛知県名古屋両生まれ．同志社大学法学鉱政治学覇卒業．同志  

社大学大学院アメリカ研究科修了。公立・私立中学・高収教員を嬉て．現  

在京都造形芸疏大学助教授。関心領域は地球市民教育・平和研究・ニュー  

ジーランド研究など。主な著書・破調書はt．L．アレンーアメリカの蔑視  

副（監訳．明石書店．1994年）．一新しい隋発教育のすすめ方一地域市  

民を育てる現場から一（共編著，古今書院 改訂1999年）．D．ヒックス／  

M，スタイナーr地球市民教育のすすめかた－ワールド■スタディー  

ズ・ワークブックj（監訳．明石書店．柑gワ年），一新しい舵発教育のすす  

め方Ⅰ麒民一束来を感じる捻台学習】（共著．古今書院，2000年）など．  

現在こ開発教育協議会副代表理事．＝ユージーランド学会理事．日本ユネ  

スコ協会連盟評議員，アリアボランティアセンター運営委員などを張任。  

弥訳担当：「謝辞」「ミラ■ルのウラニウムを掘るな」「命を織る．マオリの女性  

たち」  

犬嘩畢兼（おおば・患をみ）．， 
1甲0年島根畢生串れ■辰藤澤動のかたわら・フリーで髄訳と執筆活動  

に携わる。主要尭割こ．I原発を止める女たちJ（三嶋妙子・大沢抜手漏，  

社会思想乱1998年）など。軍縮岡常習料に「21世紀アメリカ宇宙戦鴫  

とカッシーニ」（1999年）など。・また．一手ェルノフィリ事故による放朗  

能舞奮電解共同楓（今中背二凋，披韻と人簡社．柑98年）の日本焉勧  

訳協九由・「世制帽99年11月弓「地球市民の責任」．2000年9月弓  

「私たちはなぜ核兵器を破壌する●のか」（ともにアンジー・ゼルター著）．  

平和教育研究所発石「ふみにじられた生命」くべナン消筆者協象2000年）  

朔訳。ビデ軒F已ユ「クス・イン・スペース2－－アメリカ・宇宙支配の  

野望」（EnviroVideo柑98年制作）を徽芸軋 日本語版制作。1991年よリ  

rプルト＝ウム・アクション・ヒロシマ」代表。「アポリション2000」の  

グローバル評議会メンバ∵。  

卸訳担当：「日本のみなさんへ」「はじめに」「人類の事褐のために」「ロンゲ  

ラツプの苦しみを線り返さないで」「独立は遷うことのできなし1権利」   

石堂良人（いしどう・よしと）   

柑54年東京都生まれ。公立中学収教貞，．ニュージーランドでの大学勤  

格を濃て，現在アオチアロア・ニュージーランドでバイオリン工房を自営。  

翻訳担当：イ世界初の非核憲法」  

日本満願協力者宇野田臓子（うのだ・ようこ）／小西爽智子  

（こにし・みちこ）／酉構文手（さいとう・ふみこ）／細川弘明くほ  

そガわ・こう酔い）   

さし絵 大内里紗（おおうち・りさ）  

・
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原子爆弾のしくみ  

小林並ニー高瀬増樅炉  

もんじゆj（七つ凝着  
輔．19鋸年）より  

日本語版資料  

ウランか 
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ウランの核分裂 設ばスト。ンチウム）  

ネルギー（勅）   

死の灰  
（たとえばキセノン）  

－  ㊥ ＿ 0・・・－ 中性子  

ウラン235  

盛観→放射性廃棄物  
ぼ子力劇利付軸基線一考えてみようよ 戚発のことJ摘抒  
力斑劉備軸室．川肝哨 より   

＿＿＿……＿▼＿…＿＿＿－一山一一－－－－一… ノ天真喪ウラン  

r料率・牡鹿一人l肌甜姻軌＝  
レベル廃棄物  

核兵器蔽プルトニウム  

体の中にたまる放射能  

庶子力蹟料情報室欄l考えてみ  

ようよ 庶邦のことl（原子力  

飲料情報室．19脚F）より  

高レベル廃棄物  

高純度核兵器級  

プルトニウム   

1）原爆．原発ともに核分蚕削こよるエネルギーを利用しているが，原発では核分裂がいっ   
きに進まないように，制御してゆっくりと反応させる。太文字の箇所で，核分裂が起   
きている。核分裂によって生まれる．核分裂生成物が．いわゆる「死の灰」である。  

2）黒煙炉または重水炉が主。  

3）高レベル廃棄物の処分方法は、世界各薗が悩んでおり、日ホでも最終処分地は未定。  
4）高速増殖炉の炉心ではウランとプルトニウム混合燃料が使われ，核分裂が起きている  
5）水爆は壊分裂ではなく，核融合反応による。  
6）（⊃細分は職鵬もので．現実に確証を得ていないが，フランスカ海送髄炉フェ   
ニックスで核兵鰐用プルトニウムを生産していた可離はきわめて高い。  
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